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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の値をディザリングするために、第１
のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って、信号の前
記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の値を可変修正することであって
、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイムスタンプ、利
得、信号等化、またはこれらの任意の組合せを備える、可変修正することと、
　第２のワイヤレスデバイスに、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修
正値を伴う前記信号を送信することであって、前記送信される信号は、前記少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値を前記第２のワイヤ
レスデバイスで復元するために、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記可
変修正値を伴う前記信号に前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理の少なくとも１
つの逆処理を適用することと、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記可変
修正値への前記少なくとも１つの逆処理の適用を通じて前記第２のワイヤレスデバイスで
復元された前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記
当初の値に少なくとも部分的に基づいて場所決定動作を行うこととによって、前記少なく
とも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値が前記少なく
とも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記可変修正値から前記第２のワイヤレスデバイス
で決定されるとき、前記第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成さ
れる、送信することと
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を備える、
方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの前記当初の値を可変修正することは、
　それぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って、２つ以上のＰＨＹ層信号パラメー
タの当初の値を可変修正することを備え、
　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも１つを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの前記当初の値を可変修正することは、
　擬似ランダム時間変化ベース処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の値を可変修正することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの前記当初の値を可変修正することは、
　自己回帰移動平均処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記
当初の値を可変修正することを備え、
　前記自己回帰移動平均処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前
記当初の値を可変修正することは、
　擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、
　結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自己回帰移動平均処理のｚ変換の実
装形態に入力することと、
　前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
値を修正することと
　を備え、さらに
　前記第１のワイヤレスデバイスおよび前記第２のワイヤレスデバイスでのそれぞれのク
ロックは、基準時間に対して同期され、前記第２のワイヤレスデバイスでの第２の擬似乱
数の列は、前記第２の擬似乱数の列が前記第１のワイヤレスデバイスで生成される乱数の
前記列と同期するように生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される前記送信さ
れる信号は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリ
ップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援さ
れる速度ベース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて
、前記第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成され、
　前記ＲＳＳＩベース位置決定処理はＲＳＳＩフィンガープリンティング処理を備え、前
記ＲＴＴベース位置決定処理はＲＴＴフィンガープリンティング処理を備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のワイヤレスデバイスはアクセスポイントを備え、
　前記アクセスポイントはＷｉＦｉ（登録商標）ベース局を備え、および／または、
　前記第２のワイヤレスデバイスは、前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従
って前記第１のワイヤレスデバイスで可変修正される前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータ値によって前記信号のアンディザリングを可能にするように構成されるアンデ
ィザリングユニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の値をディザリングするために、少な
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くとも１つの所定の変化信号修正処理に従って、信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信
号パラメータの前記当初の値を可変修正するための手段であって、前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、またはこ
れらの任意の組合せを備える、可変修正するための手段と、
　受信ワイヤレスデバイスに、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修正
値を伴う前記信号を送信するための手段であって、前記送信される信号は、前記少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値を前記受信ワイ
ヤレスデバイスで復元するために、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記
可変修正値を伴う前記信号に前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理の少なくとも
１つの逆処理を適用することと、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記可
変修正値への前記少なくとも１つの逆処理の適用を通じて前記受信ワイヤレスデバイスで
復元された前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記
当初の値に少なくとも部分的に基づいて場所決定動作を行うこととによって、前記少なく
とも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値が前記少なく
とも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記可変修正値から前記受信ワイヤレスデバイスで
決定されるとき、前記受信ワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される
、送信するための手段と
を備える、装置。
【請求項８】
　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の値をディザリングするために、第１
のワイヤレスデバイスで、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の値
に適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修正さ
れた少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値を伴う、第２のワイヤレスデバイスから
送信される信号を受信することであって、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ
は、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せを備
える、受信することと、
　前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値
を前記第１のワイヤレスデバイスで復元するために、前記可変修正された少なくとも１つ
のＰＨＹ層信号パラメータ値を伴う前記信号に前記少なくとも１つの所定の変化信号修正
処理の少なくとも１つの逆処理の適用を通じて、前記受信された信号から、前記少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値を決定すること
と、
　前記第１のワイヤレスデバイスの位置を、前記第１のワイヤレスデバイスで受信された
前記信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値への前記少な
くとも１つの逆処理の前記適用を通じて決定された、前記信号の前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値に少なくとも部分的に基づ
いて、決定することと
を備える、方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信された信
号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記第２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の２つ以上のＰＨＹ層信号パラ
メータのそれぞれの当初の値に適用されるそれぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従
って生成される、可変修正された２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータ値を備え、
　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも１つを備
える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信された信
号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記第２のワイ
ヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ
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の前記当初の値に適用される擬似ランダム時間変化ベース処理に従って生成される、請求
項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信された信
号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記第２のワイ
ヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ
の前記当初の値に適用される自己回帰移動平均処理に従って生成され、
　前記自己回帰移動平均処理に従って生成される、前記可変修正された少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成
し、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記
自己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力し、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータの前記当初の値を修正することによって、生成され、
　前記第１のワイヤレスデバイスでの第１のクロックを、基準時間に対して前記第２のワ
イヤレスデバイスでの第２のクロックに同期させることと、
　第２の擬似乱数の列が前記第２のワイヤレスデバイスで生成される乱数の前記列と同期
するように、前記第１のワイヤレスデバイスで前記第２の擬似乱数の列を生成することと
をさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のワイヤレスデバイスの前記位置を決定することは、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム
（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベ
ース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、前記第１
のワイヤレスデバイスの前記位置を決定することを備え、
　前記ＲＳＳＩベース位置決定処理は、ＲＳＳＩフィンガープリンティング処理を備え、
前記ＲＴＴベース位置決定処理はＲＴＴフィンガープリンティング処理を備える、請求項
８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のワイヤレスデバイスはアクセスポイントを備え、
　前記第１のワイヤレスデバイスは、前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従
って前記第２のワイヤレスデバイスで可変修正される前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータ値によって前記信号のアンディザリングを可能にするように構成されるアンデ
ィザリングユニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを備える、請求項８
に記載の方法。
【請求項１４】
　装置であって、
　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の値をディザリングするために、前記
少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の値に適用される少なくとも１つの
所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータ値を伴う、送信ワイヤレスデバイスから送信される信号を受信するための
手段であって、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイム
スタンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数を備える、受
信するための手段と、
　前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングされた前記当初の値
を前記装置で復元するために、前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータ値を伴う前記信号に前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理の少なくとも１つ
の逆処理の適用を通じて、前記受信された信号から、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータのアンディザリングされた前記当初の値を決定するための手段と、
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　前記装置の位置を、前記装置で受信された前記信号の前記可変修正された少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータ値への前記少なくとも１つの逆処理の前記適用を通じて決定
された、前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータのアンディザリングさ
れた前記当初の値に少なくとも部分的に基づいて、決定するための手段と
を備える、装置。
【請求項１５】
　実行されると、請求項１－６、または８－１３のうちのいずれかの方法を行う動作をさ
せる、プロセッサ上で実行可能な命令のセットによってプログラムされる、プロセッサ可
読媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　[0001]　位置決定を容易にするための１つの技法は、その位置／場所が決定されるべき
であるデバイスで受信される信号の信号パラメータの使用に基づく。例えば、ラウンドト
リップタイム（ＲＴＴ）、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）などのような測定値が
、例えば、ＲＴＴフィンガープリンティング、ＲＳＳフィンガープリンティングなどのよ
うな技法を通じて位置決定を容易にするために使用され得る。
【０００２】
　[0002]　位置決定（ＷｉＦｉ（登録商標）基地局によって送信される信号を使用した屋
内の位置決定を含む）のために必要とされる信号情報は、現場に到達できる誰かによって
一般に収集され得る。これは、信号送信基地局を運営する現場所有者にとって問題である
ことがあり、所有者は第三者（例えば、他の地図／場所決定サービス提供者）によって転
用されている位置決定サービスを提供することで得るはずの潜在的金銭化利益を失い得る
。
【０００３】
　[0003]　さらに、将来の測位システムは、電話機上のセンサ測定値（加速度計、レート
ジャイロ、磁力計、および気圧計）並びにＷｉＦｉ信号を活用する可能性が高い。ＡＰか
らのビーコンメッセージは、位置または速度依存の測定値を取得するために利用され得る
。例えば、ビーコンメッセージから受信機によって推定されるようなＲＳＳＩおよびチャ
ネルインパルス応答（ＣＩＲ）は、ＡＰに対する受信機の位置に依存する。ＣＩＲおよび
ＲＳＳＩの変化（すなわち、高速なフェージングの統計結果）はモバイル機器の速度（ま
たは少なくとも、停止した状態）を推定するために使用され得る。現在、何者かがこれら
種類の受信専用測定値を測位目的で活用することを阻止／禁止することは困難である。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]　第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理(pre
-determined varying signal modification process)に従って信号のための少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正する(controllably modifying)
ことを含む方法を含む、方法、システム、装置、デバイス、製品、および他の実装形態が
、本明細書で開示される。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、例えば、振幅、
周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、および／またはこれらの任意の組合せを含む
。方法はさらに、第２のワイヤレスデバイスに、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメー
タの可変修正値を伴う信号を送信することを含み、この送信される信号は、少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値が少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメー
タの可変修正値から第２のワイヤレスデバイスで決定されるとき、第２のワイヤレスデバ
イスの位置決定を容易にするように構成される。
【０００５】
　[0005]　本方法の実施形態は、以下の特徴の１つまたは複数を含み、本開示で説明され
る特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【０００６】
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　[0006]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することは、それぞれの異なる所定の変化信
号修正処理に従って２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正する
ことを含み得る。
【０００７】
　[0007]　２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは、例えば、遅延および／または位
相の少なくとも１つを含み得る。
【０００８】
　[0008]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することは、擬似ランダム時間変化ベース処
理(pseudorandom-time-variation-based process)に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信
号パラメータの当初の未修正値を可変修正することを含み得る。
【０００９】
　[0009]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することは、自己回帰移動平均処理(autoreg
ressive moving average process)に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの
当初の未修正値を可変修正することを含み得る。
【００１０】
　[0010]　自己回帰移動平均処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当
初の未修正値を可変修正することは、擬似ランダム生成器処理(pseudorandom generator 
process)に基づいて乱数の列を生成することと、結果の列を生成するために乱数の列を自
己回帰移動平均処理のｚ変換実装形態(z-transform implementation)に入力することと、
結果の列に基づいて少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を修正す
ることとを含み得る。第１のワイヤレスデバイスおよび第２のワイヤレスデバイスでのそ
れぞれのクロックは、基準時間に対して同期されてよく、第２のワイヤレスデバイスでの
第２の擬似乱数の列は、第２の擬似乱数の列が第１のワイヤレスデバイスで生成される乱
数の列と同期するように生成され得る。
【００１１】
　[0011]　第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される、送信
される信号は、例えば、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理(rec
eived signal strength indicator (RSSI)-based positioning determination process)
、ラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理(round trip time (RTT)-based
 position determination process)、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速
度ベース位置決定処理(speed-based position determination process)、および／または
これらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、第２のワイヤレスデバイスでの位置
決定を容易にするように構成され得る。
【００１２】
　[0012]　ＲＳＳＩベース位置決定処理は、ＲＳＳＩフィンガープリンティング処理（例
えば、様々な受信される送信機からのＲＳＳＩシグネチャを以前に収集されたＲＳＳＩ測
定値／シグネチャと照合すること）を含んでよく、ＲＴＴベース位置決定処理は、ＲＴＴ
フィンガープリンティング処理を含んでよい。
【００１３】
　[0013]　第１のワイヤレスデバイスコンプライズイズはアクセスポイントを含み得る。
アクセスポイントはＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ベースの局を含み得る。
【００１４】
　[0014]　第２のワイヤレスデバイスは、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従
って第１のワイヤレスデバイスで可変修正される少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメー
タ値によって信号のアンディザリングを可能にするように構成されるアンディザリングユ
ニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを含み得る。
【００１５】
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　[0015]　いくつかの変形形態では、１つまたは複数のプロセッサと、コンピュータ命令
を含む記憶媒体とを含むワイヤレスデバイスが開示される。コンピュータ命令は、１つま
たは複数のプロセッサ上で実行されると、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従
って信号のための少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正
することを含む動作をさせる。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、例えば、振
幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、および／またはこれらの任意の組合せを
含む。動作はさらに、他のワイヤレスデバイスに、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの可変修正値を伴う信号を送信することを含み、この送信される信号は、少なくとも
１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値が少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの可変修正値から他のワイヤレスデバイスで決定されるとき、他のワイヤレスデバイ
スの位置決定を容易にするように構成される。
【００１６】
　[0016]　ワイヤレスデバイスの実施形態は、本方法に関連して上述された特徴の少なく
ともいくつかを含み、本開示で説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００１７】
　[0017]　いくつかの変形形態では、装置が開示される。この装置は、少なくとも１つの
所定の変化信号修正処理に従って信号のための少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ
の当初の未修正値を可変修正するための手段を含む。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラ
メータは、例えば、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、および／またはこ
れらの任意の組合せを含む。装置はさらに、受信ワイヤレスデバイスに、少なくとも１つ
のＰＨＹ層信号パラメータの可変修正値を伴う信号を送信するための手段を含み、この送
信される信号は、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値が少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修正値から受信ワイヤレスデバイスで決定される
とき、受信ワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される。
【００１８】
　[0018]　本装置の実施形態は、本方法および本デバイスに関連して上述された特徴の少
なくともいくつか、並びに以下の特徴の１つまたは複数を含み、本開示で説明される特徴
の少なくともいくつかを含み得る。
【００１９】
　[0019]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの当初の未修正値を可変修正するための手段は、それぞれの異なる所定の
変化信号修正処理に従って２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修
正するための手段を含み得る。
【００２０】
　[0020]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの当初の未修正値を可変修正するための手段は、擬似ランダム時間変化ベ
ース処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正
するための手段を含み得る。
【００２１】
　[0021]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの当初の未修正値を可変修正するための手段は、自己回帰移動平均処理に
従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正するための
手段を含み得る。
【００２２】
　[0022]　自己回帰移動平均処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当
初の未修正値を可変修正するための手段は、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列
を生成するための手段と、結果の列を生成するために乱数の列を自己回帰移動平均処理の
ｚ変換の実装形態に入力するための手段と、結果の列に基づいて少なくとも１つのＰＨＹ
層信号パラメータの当初の未修正値を修正するための手段とを含み得る。
【００２３】
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　[0023]　いくつかの変形形態では、プロセッサ可読媒体が開示される。プロセッサ可読
媒体は、実行されると、第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化信号
修正処理に従って信号のための少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正
値を可変修正することを含む動作をさせる、プロセッサ上で実行可能な命令のセットによ
ってプログラムされる。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、例えば、振幅、周
波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、および／またはこれらの任意の組合せを含む。
命令のセットはさらに、第２のワイヤレスデバイスに、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パ
ラメータの可変修正値を伴う信号を送信することを含む動作を引き起こし、この送信され
る信号は、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値が少なくとも１つ
のＰＨＹ層信号パラメータの可変修正値から第２のワイヤレスデバイスで決定されるとき
、第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される。
【００２４】
　[0024]　本プロセッサ可読媒体の実施形態は、本方法、デバイス、および装置に関連し
て上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で説明される特徴の少なくともい
くつかを含み得る。
【００２５】
　[0025]　いくつかの変形形態では、追加の方法が開示される。この追加の方法は、第１
のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値に
適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成された少なくとも１つ
の可変修正されたＰＨＹ層信号パラメータ値と共に、第２のワイヤレスデバイスから送信
される信号を受信することを含む。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、例えば
、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せを含む
。追加の方法はまた、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を、受
信された信号から、決定することと、第１のワイヤレスデバイスで受信された信号の可変
修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定された、信号の少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて、第１
のワイヤレスデバイスの位置を決定することとを含む。
【００２６】
　[0026]　追加の方法の実施形態は、第１の方法、デバイス、装置、およびプロセッサ可
読媒体に関連して上述された特徴の少なくともいくつか、並びに以下の特徴のうちの１つ
または複数を含み、本開示で説明される複数の特徴のうちの少なくともいくつかを含み得
る。
【００２７】
　[0027]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、受信された信
号の可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、第２のワイヤレスデ
バイスから送信される信号の２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータのそれぞれの当初の未修
正値に適用されるそれぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修
正された２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータ値を含み得る。
【００２８】
　[0028]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、受信された信
号の可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、第２のワイヤレスデ
バイスから送信される信号の少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値
に適用される擬似ランダム時間変化ベース処理に従って生成され得る。
【００２９】
　[0029]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、受信された信
号の可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、第２のワイヤレスデ
バイスから送信される信号の可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの
当初の未修正値に適用される自己回帰移動平均処理に従って生成され得る。
【００３０】
　[0030]　自己回帰移動平均処理に従って生成された、可変修正された少なくとも１つの
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ＰＨＹ層信号パラメータ値は、第２のワイヤレスデバイスで、擬似ランダム生成器処理に
基づいて乱数の列を生成し、第２のワイヤレスデバイスで、結果の列を生成するために乱
数の列を自己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力し、第２のワイヤレスデバイス
で、結果の列に基づいて少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を修
正することによって、生成され得る。
【００３１】
　[0031]　方法はさらに、基準時間に対して、第１のワイヤレスデバイスでの第１のクロ
ックを第２のワイヤレスデバイスでの第２のクロックと同期させることと、第２の擬似乱
数の列が第２のワイヤレスデバイスで生成される乱数の列と同期するように、第１のワイ
ヤレスデバイスでの第２の擬似乱数の列を生成することとを含み得る。
【００３２】
　[0032]　第１のワイヤレスデバイスの位置を決定することは、例えば、受信信号強度イ
ンジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース
位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベース位置決定処理
、および／またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、第１のワイヤレス
デバイスの位置を決定することを含み得る。
【００３３】
　[0033]　ＲＳＳＩベース位置決定処理は、ＲＳＳＩフィンガープリンティング処理（例
えば、測定されたＲＳＳＩ値を以前に収集されたＲＳＳＩ測定値／フィンガープリントの
ベースラインと照合すること）を含んでよく、ＲＴＴベース位置決定処理は、ＲＴＴフィ
ンガープリンティング処理を備える。
【００３４】
　[0034]　第２のワイヤレスデバイスは、アクセスポイント（例えば、Ｗｉ－Ｆｉベース
のアクセスポイント）を含み得る。
【００３５】
　[0035]　第１のワイヤレスデバイスは、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従
って第２のワイヤレスデバイスで可変修正される少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメー
タ値によって信号のアンディザリングを可能にするように構成されるアンディザリングユ
ニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを含み得る。
【００３６】
　[0036]　いくつかの変形形態では、追加のワイヤレスデバイスが開示される。この追加
のワイヤレスデバイスは、１つまたは複数のプロセッサと記憶媒体とを含む。記憶媒体は
、１つまたは複数のプロセッサ上で実行されると、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの当初の未修正値に適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生
成された、可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値と共に、他のワイ
ヤレスデバイスから送信される信号を受信することを含む動作をさせる、コンピュータ命
令を含む。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、例えば、振幅、周波数、タイム
スタンプ、利得、信号等化、および／またはこれらの任意の組合せを含む。コンピュータ
命令はさらに、受信された信号から、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の
未修正値を決定することと、ワイヤレスデバイスで受信された信号の可変修正された少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定された、信号の少なくとも１つのＰＨＹ
層信号パラメータの当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレスデバイス
の位置を決定することとを含む動作をさせる。
【００３７】
　[0037]　追加のワイヤレスデバイスの実施形態は、方法、第１のデバイス、装置、およ
びプロセッサ可読媒体に関連して上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で
説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００３８】
　[0038]　いくつかの変形形態では、追加の装置が開示される。この追加の装置は、少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値に適用される少なくとも１つの所
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定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信
号パラメータ値と共に、送信ワイヤレスデバイスから送信される信号を受信するための手
段を含む。少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、例えば、振幅、周波数、タイム
スタンプ、利得、信号等化、および／またはこれらの任意の組合せを含む。追加の装置は
また、受信された信号から、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値
を決定するための手段と、装置で受信された信号の可変修正された少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータ値から決定された、信号の少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ
の当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて、装置の位置を決定するための手段とを
含む。
【００３９】
　[0039]　追加の装置の実施形態は、方法、デバイス、第１の装置、およびプロセッサ可
読媒体に関連して上述された特徴の少なくともいくつか、並びに以下の特徴の１つまたは
複数を含み、本開示で説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００４０】
　[0040]　装置はさらに、基準時間に対して装置でのクロックを送信ワイヤレスデバイス
での他のクロックと同期させるための手段と、第２の擬似乱数の列が送信ワイヤレスデバ
イスで生成される乱数の列と同期するように、装置で第２の擬似乱数の列を生成するため
の手段とを含み得る。
【００４１】
　[0041]　装置の位置を決定するための手段は、例えば、受信信号強度インジケータ（Ｒ
ＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、
慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベース位置決定処理、および／また
はこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、装置の位置を決定するための手段
を含み得る。
【００４２】
　[0042]　いくつかの変形形態では、プロセッサ上で実行可能な命令のセットによりプロ
グラムされた追加のプロセッサ可読媒体が開示される。命令のセットは、実行されると、
第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正
値に適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修正
された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値と共に、第２のワイヤレスデバイスか
ら送信される信号を受信することを備える動作をさせる。少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータは、例えば、振幅、周波数、位相、遅延、タイムスタンプ、利得、信号等化、
および／またはこれらの任意の組合せを含む。命令のセットはまた、実行されると、受信
された信号から、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値の当初の未修正値を決定す
ることと、第１のワイヤレスデバイスで受信された信号の可変修正された少なくとも１つ
のＰＨＹ層信号パラメータ値から決定された、信号の少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラ
メータの当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて、第１のワイヤレスデバイスの位
置を決定することとを含むさらなる動作をさせる。
【００４３】
　[0043]　追加のプロセッサ可読媒体の実施形態は、方法、デバイス、装置、および第１
のプロセッサ可読媒体に関連して上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で
説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００４４】
　[0044]　いくつかの変形形態では、さらなる方法が開示される。さらなる方法は、複数
の送信アンテナを備える第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化送信
特性決定処理(pre-determined varying transmission characteristic determination pr
ocess)に従って、少なくとも１つの信号送信特性を決定することを含む。少なくとも１つ
の送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、ビーム
特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および／またはこれらの任意の組合せを含む
。さらなる方法はまた、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って決定され
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た少なくとも１つの信号送信特性を使用して、第１のワイヤレスデバイスから第２のワイ
ヤレスデバイスに信号を送信することを含む。この送信される信号は、第１のワイヤレス
デバイスで決定される少なくとも１つの信号送信特性の再構築された値を第２のワイヤレ
スデバイスで導出すると、第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成
される。
【００４５】
　[0045]　さらなる方法の実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプロセッサ可読媒
体に関連して上述された特徴の少なくともいくつか、並びに以下の特徴の１つまたは複数
を含み、本開示で説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００４６】
　[0046]　さらなる方法はさらに、少なくとも１つの所定の変化送信特性修正処理に従っ
て、少なくとも第２の信号送信特性の当初の未修正値を可変修正することを含んでよく、
第２の信号送信特性は、例えば、信号振幅、信号周波数、信号タイムスタンプ、信号利得
、信号等化、信号遅延、信号位相、および／またはこれらの任意の組合せを含む。
【００４７】
　[0047]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定することは、少なくとも１つの擬似ランダム時間変化ベース処理に従って
少なくとも１つの信号送信特性を決定することを含み得る。
【００４８】
　[0048]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定することは、擬似ランダム時間変化ベースアンテナ選択処理(pseudorando
m-time-variation-based antenna selection process)に従って複数の送信アンテナから
送信アンテナを選択することを含み得る。
【００４９】
　[0049]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定することは、１つまたは複数の擬似ランダム時間変化ベースビーム制御処
理(pseudorandom-time-variation-based beam control processes)に従って、変化ビーム
を制御するために複数の送信アンテナの各々にそれぞれ向けられる複数の信号の各々の対
応する相対的な位相と対応する振幅とを可変調整することを含み得る。
【００５０】
　[0050]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定することは、少なくとも１つの擬似ランダム時間変化ベース巡回遅延処理
(pseudorandom-time-variation-based cyclic delay process)に従って、複数の送信アン
テナの少なくとも１つにそれぞれ向けられる複数の信号の少なくとも１つに追加される対
応する遅延を可変調整することを含み得る。
【００５１】
　[0051]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定することは、少なくとも１つの自己回帰移動平均処理に従って少なくとも
１つの信号送信特性を決定することを含み得る。
【００５２】
　[0052]　少なくとも１つの自己回帰移動平均処理に従って少なくとも１つの信号送信特
性を決定することは、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、結
果の列を生成するために乱数の列を少なくとも１つの自己回帰移動平均処理のｚ変換の実
装形態に入力することと、結果の列に基づいて少なくとも１つの信号送信特性を決定する
こととを含み得る。
【００５３】
　[0053]　第１のワイヤレスデバイスおよび第２のワイヤレスデバイスでのそれぞれのク
ロックは、基準時間に対して同期されてよく、第２のワイヤレスデバイスでの第２の擬似
乱数の列は、第２の擬似乱数の列が第１のワイヤレスデバイスで生成される乱数の列と同
期するように生成され得る。
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【００５４】
　[0054]　第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される、送信さ
れる信号は、例えば、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウ
ンドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによっ
て支援される速度ベース位置決定処理、および／またはこれらの任意の組合せの１つまた
は複数に基づいて、第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成され得
る。
【００５５】
　[0055]　第１のワイヤレスデバイスはアクセスポイントを含み得る。
【００５６】
　[0056]　第２のワイヤレスデバイスは、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理
に従って決定された少なくとも１つの信号送信特性を使用して第１のワイヤレスデバイス
から送信される信号のアンディザリングを可能にするように構成されるアンディザリング
ユニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを含み得る。
【００５７】
　[0057]　いくつかの変形形態では、さらなるワイヤレスデバイスが開示される。さらな
るワイヤレスデバイスは、複数の送信アンテナと、１つまたは複数のプロセッサと、コン
ピュータ命令を備える記憶媒体とを含む。コンピュータ命令は、１つまたは複数のプロセ
ッサ上で実行されると、ワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化送信特性決
定処理に従って少なくとも１つの信号送信特性を決定することを含む動作をさせる。少な
くとも１つの送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテ
ナ、ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および／またはこれらの任意の組
合せを含む。コンピュータ命令また、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従
って決定された少なくとも１つの信号送信特性を使用して、ワイヤレスデバイスから他の
ワイヤレスデバイスに信号を送信することを含む動作をさせる。この送信される信号は、
ワイヤレスデバイスで決定される少なくとも１つの信号送信特性の再構築された値を他の
ワイヤレスデバイスで導出すると、他のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするよう
に構成される。
【００５８】
　[0058]　さらなるワイヤレスデバイスの実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプ
ロセッサ可読媒体に関連て上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で説明さ
れる特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００５９】
　[0059]　いくつかの変形形態では、さらなる装置が開示される。さらなる装置は、少な
くとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って、少なくとも１つの信号送信特性を決
定するための手段を含む。少なくとも１つの送信特性は、例えば、複数の送信アンテナか
ら選択された１つの送信アンテナ、ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、お
よび／またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数を含む。さらなる装置はまた、少な
くとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って決定された少なくとも１つの信号送信
特性を使用して、受信ワイヤレスデバイスに信号を送信するための手段を含む。この送信
される信号は、装置で決定される少なくとも１つの信号送信特性の再構築された値を受信
ワイヤレスデバイスで導出すると、受信ワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするよう
に構成される。
【００６０】
　[0060]　さらなる装置の実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプロセッサ可読媒
体に関連して上述された特徴の少なくともいくつか、並びに以下の特徴の１つまたは複数
を含み、本開示で説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００６１】
　[0061]　さらなる装置は追加で、少なくとも１つの所定の変化送信特性修正処理に従っ
て、少なくとも第２の信号送信特性の当初の未修正値を可変修正するための手段を含んで
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よく、第２の信号送信特性は、例えば、信号振幅、信号周波数、信号タイムスタンプ、信
号利得、信号等化、信号遅延、信号位相、および／またはこれらの任意の組合せを含む。
【００６２】
　[0062]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定するための手段は、擬似ランダム時間変化ベースアンテナ選択処理(pseud
orandom-time-variation-based antenna selection process)に従って複数の送信アンテ
ナから送信アンテナを選択するための手段を含み得る。
【００６３】
　[0063]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定するための手段は、１つまたは複数の擬似ランダム時間変化ベースビーム
制御処理(pseudorandom-time-variation-based antenna selection process)に従って、
変化ビームを制御するために複数の送信アンテナの各々にそれぞれ向けられる複数の信号
の各々の対応する相対的な位相と対応する振幅とを可変調整するための手段を含み得る。
【００６４】
　[0064]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定するための手段は、少なくとも１つの擬似ランダム時間変化ベース巡回遅
延処理(pseudorandom-time-variation-based cyclic delay process)に従って、複数の送
信アンテナの少なくとも１つにそれぞれ向けられる複数の信号の少なくとも１つに追加さ
れる対応する遅延を可変調整するための手段を含み得る。
【００６５】
　[0065]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号
送信特性を決定するための手段は、少なくとも１つの自己回帰移動平均処理に従って少な
くとも１つの信号送信特性を決定するための手段を含み得る。
【００６６】
　[0066]　少なくとも１つの自己回帰移動平均処理に従って少なくとも１つの信号送信特
性を決定するための手段は、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成するため
の手段と、結果の列を生成するために乱数の列を少なくとも１つの自己回帰移動平均処理
のｚ変換の実装形態に入力するための手段と、結果の列に基づいて少なくとも１つの信号
送信特性を決定するための手段とを含み得る。
【００６７】
　[0067]　いくつかの変形形態では、さらなるプロセッサ可読媒体が提供される。さらな
るプロセッサ可読媒体は、実行されると、複数のアンテナを備える第１のワイヤレスデバ
イスで、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号送
信特性を決定することを含む動作をさせる、プロセッサ上で実行可能な命令のセットによ
ってプログラムされる。少なくとも１つの送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから
選択された１つの送信アンテナ、ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、およ
び／またはこれらの任意の組合せを含む。命令のセットはまた、実行されると、少なくと
も１つの所定の変化送信特性決定処理に従って決定された少なくとも１つの信号送信特性
を使用して、第１のワイヤレスデバイスから第２のワイヤレスデバイスに信号を送信する
動作をさせる。この送信される信号は、第１のワイヤレスデバイスで決定される少なくと
も１つの信号送信特性の再構築された値を第２のワイヤレスデバイスで導出すると、第２
のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される。
【００６８】
　[0068]　さらなるプロセッサ可読媒体の実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプ
ロセッサ可読媒体に関連して上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で説明
される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００６９】
　[0069]　いくつかの変形形態では、第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所
定の変化送信特性決定処理に従って他のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくと
も１つの信号送信特性を使用して、複数の送信アンテナを伴う第２のワイヤレスデバイス
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から送信される信号を受信することを含む、追加の方法が提供される。少なくとも１つの
信号送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、ビー
ム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および／またはこれらの任意の組合せを含
む。追加の方法はまた、第１のワイヤレスデバイスで、第２のワイヤレスデバイスで最初
に決定された少なくとも１つの信号送信特性の再構築された値を導出することと、少なく
とも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って第２のワイヤレスデバイスで最初に決定
された少なくとも１つの信号送信特性の導出された再構築された値に少なくとも部分的に
基づいて、第１のワイヤレスデバイスの位置を決定することとを含む。
【００７０】
　[0070]　追加の方法の実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプロセッサ可読媒体
に関連して上述された特徴の少なくともいくつか、並びに以下の特徴の１つまたは複数を
含み、本開示で説明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００７１】
　[0071]　追加の方法はさらに、受信された信号から、少なくとも１つの所定の変化送信
特性修正処理に従って、第２のワイヤレスデバイスで可変修正された少なくとも第２の信
号送信特性の当初の未修正値を決定することを含んでよく、少なくとも第２の信号送信特
性は、例えば、信号振幅、信号周波数、信号タイムスタンプ、信号利得、信号等化、信号
遅延、信号位相、および／またはこれらの任意の組合せを含む。
【００７２】
　[0072]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って最初に決定される少な
くとも１つの信号送信特性は、少なくとも１つの擬似ランダム時間変化ベース処理に従っ
て第２のワイヤレスデバイスで最初に決定され得る。
【００７３】
　[0073]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って最初に決定される少な
くとも１つの信号送信特性は、少なくとも１つの自己回帰移動平均処理に従って第２のワ
イヤレスデバイスで最初に決定され得る。
【００７４】
　[0074]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って最初に決定される少な
くとも１つの信号送信特性は、擬似ランダム時間変化ベースアンテナ選択処理(pseudoran
dom-time-variation-based antenna selection process)に従って複数の送信アンテナか
ら第２のワイヤレスデバイスで選択される送信アンテナを含み得る。
【００７５】
　[0075]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って決定される少なくとも
１つの信号送信特性は、変化ビームを制御するために複数の送信アンテナの各々にそれぞ
れ向けられる、複数の信号の各々の対応する相対的な位相と対応する振幅とを含んでよく
、複数の信号の各々の対応する相対的な位相および対応する振幅は、１つまたは複数の擬
似ランダム時間変化ベースビームフォーミング処理(pseudorandom-time-variation-based
 beam forming processes)に従って第２のワイヤレスデバイスで可変調整されている。
【００７６】
　[0076]　少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って最初に決定される少な
くとも１つの信号送信特性は、それぞれの少なくとも１つの擬似ランダム時間変化ベース
巡回遅延処理(pseudorandom-time-variation-based cyclic delay process)に従って第２
のワイヤレスデバイスで可変調整される、複数の送信アンテナの少なくとも１つにそれぞ
れ向けられる複数の信号の少なくとも１つに追加される対応する遅延を含み得る。
【００７７】
　[0077]　第１のワイヤレスデバイスは、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理
に従って決定された少なくとも１つの信号送信特性を使用して第２のワイヤレスデバイス
から送信される信号のアンディザリングを可能にするように構成されるアンディザリング
ユニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを含み得る。
【００７８】
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　[0078]　いくつかの変形形態では、追加のワイヤレスデバイスが開示される。追加のワ
イヤレスデバイスは、１つまたは複数のプロセッサと、コンピュータ命令を備える記憶媒
体とを含む。コンピュータ命令は、１つまたは複数のプロセッサ上で実行されると、少な
くとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って他のワイヤレスデバイスで最初に決定
された少なくとも１つの信号送信特性を使用して、複数の送信アンテナを伴う他のワイヤ
レスデバイスから送信される信号をワイヤレスデバイスで受信することを含む動作を引き
起こし、少なくとも１つの信号送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された
１つの送信アンテナ、ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および／または
これらの任意の組合せを含む。コンピュータ命令は、実行されると、ワイヤレスデバイス
で、他のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性の再構築
された値を導出することと、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って他の
ワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性の導出された再構
築された値に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレスデバイスの位置を決定することと
を含む動作をさせる。
【００７９】
　[0079]　追加のワイヤレスデバイスの実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプロ
セッサ可読媒体に関連して上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で説明さ
れる特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００８０】
　[0080]　いくつかの変形形態では、追加の装置が開示される。追加の装置は、少なくと
も１つの所定の変化送信特性決定処理に従って送信ワイヤレスデバイスで最初に決定され
た少なくとも１つの信号送信特性を使用して、複数の送信アンテナを伴う送信ワイヤレス
デバイスから送信される信号を受信するための手段を含む。少なくとも１つの信号送信特
性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、ビーム特性、巡
回遅延ダイバーシティパラメータ、および／またはこれらの任意の組合せを含む。追加の
装置はまた、送信ワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性
の再構築された値を導出するための手段と、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処
理に従って送信ワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性の
導出された再構築された値に少なくとも部分的に基づいて、装置の位置を決定するための
手段とを含む。
【００８１】
　[0081]　追加の装置の実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプロセッサ可読媒体
に関連して上述された特徴の少なくともいくつか、並びに以下の特徴を含み、本開示で説
明される特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００８２】
　[0082]　追加の装置はさらに、受信された信号から、少なくとも１つの所定の変化送信
特性修正処理に従って、送信ワイヤレスデバイスで可変修正された少なくとも第２の信号
送信特性の当初の未修正値を決定するための手段を含んでよく、少なくとも第２の信号送
信特性は、例えば、信号振幅、信号周波数、信号タイムスタンプ、信号利得、信号等化、
信号遅延、信号位相、および／またはこれらの任意の組合せを含む。
【００８３】
　[0083]　いくつかの変形形態では、追加のプロセッサ可読媒体が提供される。追加のプ
ロセッサ可読媒体は、実行されると、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従
って第２のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性を使用
して、複数の送信アンテナを伴う第２のワイヤレスデバイスから送信される信号を第１の
ワイヤレスデバイスで受信することを含む動作をさせる、プロセッサ上で実行可能な命令
のセットによってプログラムされる。少なくとも１つの信号送信特性は、例えば、複数の
送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティ
パラメータ、および／またはこれらの任意の組合せを含む。命令のセットはまた、第１の
ワイヤレスデバイスで、第２のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの
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信号送信特性の再構築された値を導出することと、少なくとも１つの所定の変化送信特性
決定処理に従って第２のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送
信特性の導出された再構築された値に少なくとも部分的に基づいて、第１のワイヤレスデ
バイスの位置を決定することとを含む動作をさせる。
【００８４】
　[0084]　追加のプロセッサ可読媒体の実施形態は、方法、デバイス、装置、およびプロ
セッサ可読媒体に関連て上述された特徴の少なくともいくつかを含み、本開示で説明され
る特徴の少なくともいくつかを含み得る。
【００８５】
　[0085]　別段に定義されていない限り、本明細書で使用されるすべての技術用語および
科学用語は、一般にまたは通常理解されるものと同じ意味を有する。本明細書で使用され
る冠詞「ａ」および「ａｎ」は、その冠詞の１つまたは２つ以上（すなわち、少なくとも
１つ）の文法上の目的語を指す。例として、「要素」は、１つの要素または２つ以上の要
素を意味する。量、時間長などのような測定可能な値に言及するときに本明細書で使用さ
れる「約」および／または「概略的に」は、特定の値からの±２０％または±１０％、±
５％、または＋０．１％の変化が、本明細書で説明されるシステム、デバイス、回路、方
法、および他の実装形態の文脈においてに適しているとき、そのような変化を包含する。
量、時間長、（周波数のような）物理的属性などのような測定可能な値に言及するときに
本明細書で使用される「実質的に」も、特定の値からの±２０％または±１０％、±５％
、または＋０．１％の変化が、本明細書で説明されるシステム、デバイス、回路、方法、
および他の実装形態の文脈においてに適しているとき、そのような変化を包含する。
【００８６】
　[0086]　特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「の少なくとも１つ」
または「のうちの１つまたは複数」で終わる項目の列挙中で使用される「または」または
「および」は、列挙された項目の任意の組合せが使用され得ることを示す。例えば、「Ａ
、Ｂ、またはＣの少なくとも１つ」という列挙は、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたは
ＡＣまたはＢＣおよび／またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）という組合せの
いずれをも含む。さらに、項目Ａ、Ｂ、またはＣの２つ以上の発生または使用が可能であ
る限り、Ａ、Ｂ、および／またはＣのうちの複数の使用が、考えられる組合せの一部を形
成し得る。例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣの少なくとも１つ」という列挙は、ＡＡ、ＡＡＢ
、ＡＡＡ、ＢＢなどをも含み得る。
【００８７】
　[0087]　特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、別段に明記されていな
い限り、機能、動作または特徴が項目および／または状態「に基づく」という文は、その
機能、動作、機能が、述べられた項目および／または状態に基づき、述べられた項目およ
び／または状態に加えて１つまたは複数の項目および／または状態に基づき得ることを意
味する。
【００８８】
　[0088]　本開示の他のおよびさらなる目的、特徴、態様、および利点は、添付の図面の
以下の詳細な説明によってより良く理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】モバイルデバイスが動作し得る例示的な動作環境の概略図である。
【図２】例示的なモバイルデバイスの概略図である。
【図３】例示的なアクセスポイントの概略図である。
【図４】例示的な信号修正手順のフローチャートである。
【図５】ディザリングされた信号を使用した場所決定を行うための例示的な手順のフロー
チャートである。
【図６】送信特性を制御／決定するための例示的な手順のフローチャートである。
【図７】ディザリングされた信号を使用した場所決定を行うための別の例示的な手順のフ
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ローチャートである。
【図８】例示的なコンピューティングシステムの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００９０】
　[0097]　様々な図面中の同様の参照記号は同様の要素を示す。
【００９１】
　[0098]　本明細書で開示されるものは、第三者によって行われる位置決定処理を制限し
、またはさらに禁止／阻止する（および、以前に収集されたＲＳＳＩフィンガープリント
またはＲＴＴフィンガープリントに基づく位置決定を禁止するためにフィンガープリンテ
ィング収集処理を阻止／禁止する）ための、システム、装置、デバイス、製品、媒体、方
法、および他の実装形態である。いくつかの実施形態では、本明細書で説明される実装形
態が、ＷｉＦｉ接続サービスに影響／障害を与えることなく、および、認可された者によ
る位置決定機能を制限し、もしくはそれに干渉することも、認可されたユーザ、アプリケ
ーション、および／またはデバイスのための測位サービスを害することもなく、認可され
ていない者による位置決定機能を制限／禁止する。加えて、いくつかの実施形態では、本
明細書で説明される実装形態が、処理されていないまたは処理された信号に含まれる、も
しくはそれらによって表されるコンテンツを変更せず、修正されている信号によって表さ
れるコンテンツの通信と干渉することもない。
【００９２】
　[0099]　本明細書で説明される実装形態は一般に、位置決定アプリケーションがインス
トールされるモバイルデバイス上で制御され得る位置決定アプリケーションを含む実装形
態よりも、大きな柔軟性を提供する。例えば、ｉＯＳ、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）、Ｗ
ｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｐｈｏｎｅなどのような、高水準オペレーティングシステム
（ＨＬＯＳ）において実装されるサービスは、例えば、同じサービスを使用する２つの位
置情報サービス（ＬＢＳ）に対して異なる品質の位置を提供することがあるが、このとき
一方のＬＢＳは現場の所有者の認可を含み、他方のＬＢＳはそれを含まない。信号の測定
可能物は低いネットワーク層レベル（例えば、ＰＨＹ層）で変化させられる（またはディ
ザリングされる）ので、認可されていないユーザ、認可されていない測位アプリケーショ
ン、および／または認可されていないデバイスは、ディザリングされた信号（および、従
ってディザリングされた測定値）を受信し、従って、低品質の位置推定を生成することだ
けが可能である。一方、認可されたユーザ、認可されたアプリケーション、および／また
は認可されたデバイスは、ディザリングを除去し、高品質の測位推定を生成することが可
能である。例えば、いくつかの実装形態では、認可されたデバイスが、送信されるべき信
号をディザリングし、および／または本明細書で説明される方式で受信された信号をアン
ディザリングするように構成される、特定の集積回路／モジュールを装備し得る。そのよ
うな実装形態では、ディザリング／アンディザリングユニット（例えば、集積回路、ファ
ームウェア、ハードウェアまたはソフトウェアに基づくドライバなどとして実現される）
を伴うＡＰが、ディザリング／アンディザリングＷｉＦｉハードウェアと共に透過的に動
作する。従って、ＷｉＦｉディザリング／アンディザリングユニット（認可されていない
デバイス中の）は、プロプライエタリのディザリングを扱う／処理するために「すぐに使
える」ように構成される。例えば、ディザリング／アンディザリングを装備したＡＰは、
アンディザリングパラメータをビーコンパケット中の暗号化されたベンダー固有のデータ
フィールド中で送信し得る。代替的に、および／または追加で、ディザリング／アンディ
ザリングユニットは、所定のディザリング／アンディザリング関数に従って、受信された
通信をアンディザリングする（および／または出ていく通信をディザリングする）ように
構成され得る。対照的に、適切なディザリング／アンディザリングＷｉＦｉユニットを伴
わないモバイルデバイスは、他のデバイスからのディザリングされた通信をアンディザリ
ングすることは可能でない。それらの認可されていないデバイスは、従って、送信デバイ
スによって利用されるＰＨＹディザリングを逆行するように構成される認可されたアプリ
ケーション（または許諾されたＨＬＯＳドライバなど）に依存しなければならない。
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【００９３】
　[00100]　下でより詳細に説明されるように、いくつかの実施形態では、ＲＳＳＩフィ
ンガープリンティング位置決定手順および／または時間ベースフィンガープリンティング
位置決定手順が、阻止／禁止され得る。フィンガープリンティング処理は、ＲＳＳＩ測定
値および／またはＲＴＴ測定値を、特定の位置と関連付けられる以前に取得されたフィン
ガープリンティング測定値と照合するという、概念に基づく。例えば、ある特定の場所で
得られたＲＳＳＩフィンガープリンティング測定値（１つまたは複数の基地局から受信さ
れた信号パラメータに対応する）は、以前に取得された測定値と一致し、一般に、ノイズ
およびＲＦ伝播条件のわずかな変化のみが、測定値の差を説明する。この状況はＲＴＴフ
ィンガープリンティングベース処理についても同様であるが、ラウンドトリップタイムは
、最初のフィンガープリンティングのプロファイル収集の測定値（すなわち、異なる位置
から得られた測定値のベースラインを確立するための）と後続のＲＴＴ測定動作との間で
実質的に不変であると考えられる測定値である。いくつかの実施形態では、フィンガープ
リントのベースラインを確立するためのフィンガープリンティング動作が、位置決定の前
に、および、しばしば位置決定とは無関係に発生する。一般に、ＲＳＳＩフィンガープリ
ントおよび／またはＲＴＴフィンガープリントは、計画的な調査活動において収集される
。代替的に、および／または追加で、フィンガープリントデータベースは、クラウドソー
シングを介して時間をかけて構築され得る。通常、フィンガープリントデータベースの小
型の／要約されたバージョン（例えば、ＲＳＳＩ／ＲＴＴヒートマップ）が、測位エンジ
ンにおけるリアルタイムの使用のためにモバイル機器に送られる。いくつかの実施形態で
は、（測定値のベースラインを確立するために）フィンガープリンティングの測定値が最
初に取得され、測定デバイスの既知の場所と関連付けられる。その後、より後の時点で、
測定デバイスの実際の位置または概略的な位置を決定することを可能にするためにベース
ライン測定値と比較される、ＲＴＴおよび／またはＲＳＳＩの測定値が（同じまたは異な
る測定デバイスによって）得られ得る。いくつかの実施形態では、例えば、ＲＴＴデータ
、ＲＳＳＩプラス経路損失モデルなどに基づく多辺測量ベース位置決定手順(multilatera
tion-based position determination procedures)も、本明細書で説明される信号修正手
順の１つまたは複数を利用することによって阻止／禁止され得る。
【００９４】
　[00101]　いくつかの実施形態では、例えば認可されていない者による位置決定機能（
および／またはフィンガープリントのベースラインを収集するための動作）を禁止するた
めに、信号パラメータ（例えば、振幅、周波数などのようなＰＨＹ層信号パラメータ）の
ような送信特性が、何らかの所定の変化方式でアクセスポイントで修正され、例えば、信
号を修正するために使用される値または量が、時間、位置などの関数として変更され得る
。例えば、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ（送信特性とも本明細書で呼ばれ得
る）は、送信デバイスおよび受信デバイスに知られている擬似ランダム時間変化信号修正
処理に従って、変更され得る。いくつかの実施形態では、２つ以上の信号パラメータが可
変修正されてよく、このとき各パラメータは、異なる所定の変化信号修正処理に従って修
正される。２つ以上のＰＨＹ層パラメータの少なくとも１つは、いくつかの実施形態では
、位相および／または遅延を含み得る。少なくとも１つの修正されたパラメータ値を伴う
信号は、送信ワイヤレスデバイス（アクセスポイントのような）によって送信される信号
の少なくとも１つの信号パラメータの当初値／初期値を（すなわち、何らかの変化信号修
正処理に従って送信端で修正される前に）こうして決定するために、受信デバイスによっ
て再構築され、および／または同期され得る。
【００９５】
　[00102]　いくつかの実施形態では、各送信ワイヤレスデバイス（例えば、ＡＰ）が、
それ自体の固有の擬似ランダムに時間変化信号修正処理のような、それ自体の固有の変化
信号修正処理を使用できる。一般に、すべての送信デバイス（例えば、送信ＡＰ）にわた
る、共通の同期された時間変化は、共通の変化信号修正処理が次いでコモンモードの誤差
になり、従って除去され得るので、認可されない者による位置決定を禁止するために効果
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的でないことがある。
【００９６】
　[00103]　いくつかの実施形態では、信号パラメータに対する擾乱が、測定値に対して
（例えば、温度のような環境条件による）「自然な」ノイズの出現を与え得る、または定
数のオフセット（例えば、ＤＣ値）に加算される継続的に変化する値(continuously vary
ing value)を含み得る、定数のオフセット値または継続的に変化する値であり得る。いく
つかの実施形態では、送信される信号の様々な信号パラメータに適用される所定の変化信
号修正処理（ディザリングとも呼ばれる）が、例えば、自己回帰移動平均（ＡＲＭＡ）処
理のような処理を含み得る。ディザリング訂正鍵として使用されるために、場合によって
は暗号化された方式で、ランダムシードが測位デバイスに通信され得る（例えば、ディザ
リング／アンディザリングチップ、ファームウェア、および／またはドライバのような、
ディザリング／アンディザリングユニットを装備したモバイルデバイスのような、認可さ
れたデバイスは、ディザリング／アンディザリングユニットを装備したＡＰから送られた
そのような暗号化された通信を解読して、こうしてシードを取得するように構成され得る
）。使用される振幅、タイミング、他の信号パラメータ、および変化信号修正処理は、管
理されたＷｉＦｉネットワークのコントローラから調整され得る。
【００９７】
　[00104]　いくつかの実施形態では、修正されている信号パラメータの値に対する変化
が、測位エンジンの固有の誤差を上回るように十分大きくなければならず、しかし、送信
ワイヤレスデバイスへの受信ワイヤレスデバイスの接続に影響を与えないように十分小さ
くなければならない。いくつかの実施形態では、全体で１０ｄＢの可動域が使用され得る
。例えば、ＡＰ送信電力（Ｔｘ）の場合、擬似ランダムな変化は、通常の接続を乱すこと
なく、最大で１０ｄＢであり得る。
【００９８】
　[00105]　従って、第１のワイヤレスデバイス（例えば、地上のアクセスポイント）で
、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って信号に対する少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータの当初の（初期の）修正されていない値を可変修正することと、少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修正値を伴う信号を第２のワイヤレスデバイ
ス（例えば、携帯電話）に送信することとを含む、方法を含む、方法、デバイス、システ
ム、装置、製品、および他の実装形態が本明細書で開示される。少なくとも１つのＰＨＹ
層信号パラメータは、例えば、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、および
／またはこれらの任意の組合せを含む。この送信される信号は、少なくとも１つのＰＨＹ
層信号パラメータの当初の未修正値が少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修
正値から第２のワイヤレスデバイスで決定されるとき、（例えば、フィンガープリンティ
ング手順、信号タイミング手順、信号強度手順などに基づいて）第２のワイヤレスデバイ
スの位置決定を容易にするように構成される。いくつかの実施形態では、少なくとも１つ
のＰＨＹ層信号パラメータが、例えば、振幅、信号等化（例えば、ＯＦＤＭ変調された信
号のための）、周波数、位相、および／または遅延（またはこれらの任意の組合せ）の１
つまたは複数を含み得る。
【００９９】
　[00106]　いくつかの実施形態では、別のタイプのディザリング処理が、例えば、多入
力多出力（ＭＩＭＯ）システム（例えば、送信端および／または受信端での複数のアンテ
ナ）のようなシステムと共に使用され得る。特に、いくつかの実施形態では、連続するビ
ーコンパケットが、例えば、送信デバイス、並びに認可されたユーザ、アプリケーション
、および／またはデバイスにのみ知られ得る擬似ランダム選択処理に基づいて選択された
、異なるアンテナで送信され得る。そのような可変のアンテナ選択手順を行うことは、（
本明細書で説明されるような）ＰＨＹ層信号パラメータに関して行われるディザリング処
理と組み合わされ得る。可変のアンテナ選択処理の使用は、ディザリングされた信号によ
る測位およびフィンガープリンティングの手順を、認可されていないユーザ、アプリケー
ション、および／またはデバイスにとって乗り越えるのがより困難なものにし得る。
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【０１００】
　[00107]　いくつかの実装形態では、巡回遅延ダイバーシティパラメータが、時間と共
に擬似ランダムな方式でディザリングされ得る。認可されていないアプリケーションおよ
びユーザについて、受信機および送信機が互いに対して移動していない（例えば、モバイ
ルデバイスが静止している）ときであっても、全体としての影響は、時間変化チャネル周
波数応答（ＣＦＲ）となる。そのような修正処理は、いくつかの実施形態で、ＰＨＹ層信
号パラメータのディザリングと組み合わされ、認可されていないユーザ、アプリケーショ
ン、および／またはが、ＣＦＲフィンガープリンティングとＣＦＲベース距離および距離
レート（例えば、速度）推定のような、ＣＦＲベース処理を使用することをより困難にす
るようにし得る。加えて、ユニキャストメッセージに対して、アンテナのビーム属性（例
えば、ビームステアリングおよび／またはビームフォーミングを制御するための）もディ
ザリングされ得る。例えば、アンテナのビームパターンの角度（方位角および仰角）の最
大値、さらには、ビームパターンの全体が、各アンテナに向けられる信号の相対的な位相
と振幅とを修正することによって、ディザリングされ得る。これは、到達の角度（ＡＯＡ
：angle of arrival）の測定値とＣＦＲの測定値とを利用する、認可されていない測位動
作とフィンガープリンティング動作とを禁止／阻止することを助ける。ここでもやはり、
ビーム属性のディザリングは、本明細書で説明されるような、他のＰＨＹ層信号パラメー
タのディザリング手順と組み合わされ得る。
【０１０１】
　[00108]　従って、いくつかの実施形態では、方法が提供され、この方法は複数の送信
アンテナを備える第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化送信特性決
定処理に従って、少なくとも１つの信号送信特性を決定することを含む。少なくとも１つ
の送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、ビーム
特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および／またはこれらの任意の組合せを含む
。方法はさらに、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って決定された少な
くとも１つの信号送信特性を使用して、第１のワイヤレスデバイスから第２のワイヤレス
デバイスに信号を送信することを含む。第２のワイヤレスデバイスで、第１のワイヤレス
デバイスで決定された送信特性の再構築された値を導出することによって、受信ワイヤレ
スデバイスは、受信デバイスが送信デバイスで少なくとも１つの送信特性に適用される変
化処理の知識を有していなければ歪むであろう、場所決定情報を取得できる。
【０１０２】
　[00109]　図１を参照すると、モバイルデバイス１０８が動作する例示的な動作環境１
００の概略図が示され、例えば、モバイルデバイスは、１つまたは複数の送信ワイヤレス
デバイス（例えば、地上のアクセスポイント）から受信された信号によって一部には容易
にされる、場所決定を行うように構成され、受信された信号は、少なくとも１つの所定の
変化信号修正処理を使用して可変修正された少なくとも１つの信号パラメータ（例えば、
振幅、周波数などのような、物理層、すなわちＰＨＹ層のパラメータ）を含む。モバイル
デバイス１０８（ワイヤレスデバイスまたは移動局とも呼ばれる）は、いくつかの実施形
態で、屋内通信のためのＷＬＡＮ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ワイ
ヤレス技術ベース送受信機、および他のタイプの屋内通信ネットワークノードのような、
ローカルエリアネットワークデバイス（またはノード）、ワイドエリアワイヤレスネット
ワークノード、衛星通信システムなどを含む、複数のタイプの他の通信システム／デバイ
スと共に動作し、それらと対話するように構成され得るので、モバイルデバイス１０８は
、様々なタイプの通信システムと通信するための１つまたは複数のインターフェースを含
み得る。本明細書で使用される場合、モバイルデバイス１０８が通信できる通信システム
／デバイス／ノードは、アクセスポイント（ＡＰ）とも呼ばれる。
【０１０３】
　[00110]　述べられたように、環境１００は、１つまたは複数の異なるタイプのワイヤ
レス通信システムまたはノードを含み得る。ワイヤレスアクセスポイント（またはＷＡＰ
）とも呼ばれるそのようなノードは、例えば、ＷｉＦｉ基地局、フェムトセル送受信機、
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Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈワイヤレス技術送受信機、セルラー基地局、ＷｉＭａｘ（登録商標）
送受信機などを含む、ＬＡＮおよび／またはＷＡＮワイヤレス送受信機を含み得る。従っ
て、例えば、引き続き図１を参照すると、環境１００は、モバイルデバイス１０８とのワ
イヤレス音声および／またはデータ通信のために使用され得るローカルエリアネットワー
クワイヤレスアクセスポイント（ＬＡＮ－ＷＡＰ）１０６ａ～ｅを含み得る。ＬＡＮ－Ｗ
ＡＰ　１０６ａ～ｅはまた、いくつかの実施形態で、例えば、タイミングベース技法（例
えば、ＲＴＴベース技法などに基づいて、多辺測量ベース手順の実施を通じた、フィンガ
ープリンティングベース手順を通じて、位置データの中間派ソースとして利用され得る。
ＬＡＮ－ＷＡＰ　１０６ａ～ｅは、建築物中で動作し、ＷＷＡＮよりも狭い地理的領域に
わたって通信を行い得る、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）の一部で
あり得る。加えて、いくつかの実施形態では、ＬＡＮ－ＷＡＰ　１０６ａ～ｅがまた、ピ
コセルまたはフェムトセルであり得る。いくつかの実施形態では、ＬＡＮ－ＷＡＰ　１０
６ａ～ｅが、例えば、ＷｉＦｉネットワーク（８０２．１１ｘ）、セルラーピコネットお
よび／またはフェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈワイヤレス技術ネットワークなどの一部
であり得る。ＬＡＮ－ＷＡＰ　１０６ａ～ｅはまた、Ｑｕａｌｃｏｍｍ屋内測位システム
（ＱＵＩＰＳ：Qualcomm indoor positioning system）を含み得る。ＱＵＩＰＳの実装形
態は、いくつかの実施形態では、モバイルデバイスが、（例えば、床配置図、ＡＰ　ＭＡ
Ｃ　ＩＤ、ＲＳＳＩマップなどの支援データを提供するために）モバイルデバイスが位置
する特定の階または何らかの他の領域についてのデータをデバイスに与えるサーバと通信
できるように、構成され得る。５つのＬＡＮ－ＷＡＰアクセスポイントが図１に示されて
いるが、任意の数のそのようなＬＡＮ－ＷＡＰが使用されてよく、いくつかの実施形態で
は、環境１００が、ＬＡＮ－ＷＡＰアクセスポイントをまったく含まないことがあり、ま
たは単一のＬＡＮ－ＷＡＰアクセスポイントを含むことがある。
【０１０４】
　[00111]　図１に示されるＬＡＮ－ＷＡＰノードの１つまたは複数は、送信すべき信号
の少なくとも１つのＰＨＹ層パラメータの当初の未修正値を、それらの送信される信号が
認可されていないユーザによる位置決定のために使用されることを阻止または禁止するた
めに、可変修正するように構成され得る。認可されていないデバイスは、（所定の変化信
号修正処理によって修正される前のＰＨＹ層パラメータの当初の値を決定するために）送
信デバイスによって行われる信号修正処理を逆行するために適用される必要がある処理に
ついての情報を有しないので、認可されていない受信デバイスは、従って、不正確な／歪
んだＰＨＹ層パラメータ値を有することになり、こうして、送信デバイスから受信された
信号に基づく推定されたデバイスの位置の導出を困難にする（または完全に阻止する）。
ＰＨＹ層パラメータは、送信デバイスによって可変修正されるが、修正処理は、信号によ
って表されるデータコンテンツを必ずしも修正しない（例えば、修正処理は、そのＰＨＹ
層パラメータが可変修正される信号によって搬送／表現されるデジタル／パケット情報を
必ずしも修正しない）。いくつかの実施形態では、ＬＡＮ－ＷＡＰノードの１つまたは複
数がまた、少なくとも１つの変化処理を例えばアンテナベース送信特性に適用することに
よって、（例えば、モバイルデバイス１０８またはＷＡＰノードのいずれかのような受信
デバイスで）場所決定機能を禁止するように構成され得る。
【０１０５】
　[00112]　図１にさらに示されるように、環境１００はまた、ワイヤレス音声および／
またはデータ通信のために使用され得る、また、モバイルデバイス１０８がその位置／場
所をそれを通じて決定できる独立した情報の別のソースとして働き得る、複数の１つまた
は複数のタイプのワイドエリアネットワークワイヤレスアクセスポイント（ＷＡＮ－ＷＡ
Ｐ）１０４ａ～ｃを含み得る。いくつかの実施形態では、ＷＡＮ－ＷＡＰ　１０４ａ～ｃ
の１つまたは複数がまた、送信すべき信号の少なくとも１つのＰＨＹ層パラメータの値を
、これら送信される信号が認可されていないユーザによる位置決定のために使用されるこ
とを阻止または禁止するために、および、可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層パラ
メータ値と共にこれらの信号を送信する（および／または、少なくとも１つの送信特性の
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可変調整される値、例えばアンテナベース送信特性を使用して、信号を送信する）ために
、可変修正する（および／または、例えば、アンテナベース送信特性のような送信特性の
値を制御する）ように構成され得る。
【０１０６】
　[00113]　ＷＡＮ－ＷＡＰ　１０４ａ～ｃは、セルラー基地局を含み得るワイドエリア
ワイヤレスネットワーク（ＷＷＡＮ）、および／または、例えば、ＷｉＭＡＸ（例えば、
８０２．１６）のような他のワイドエリアワイヤレスシステムの一部であり得る。ＷＷＡ
Ｎは、図１に示されていない他の知られているネットワークコンポーネントを含み得る。
通常、ＷＷＡＮ内の各ＷＡＮ－ＷＡＰ　１０４ａ～１０４ｃは、固定された位置から動作
してよく、または可動のノードであってよく、大都市エリアおよび／または地域的エリア
にわたるネットワークカバレッジを提供してよい。３つのＷＡＮ－ＷＡＰが図１に示され
ているが、任意の数のそのようなＷＡＮ－ＷＡＰが使用され得る。いくつかの実施形態で
は、環境１００が、ＷＡＮ－ＷＡＰをまったく含まなくてよく、または単一のＷＡＮ－Ｗ
ＡＰを含んでよい。
【０１０７】
　[00114]　いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１０８との間の通信（データを
交換し、デバイス１０８の位置決定、その他を可能にしたりするため）が、ワイドエリア
ワイヤレスネットワーク（ＷＷＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）などのような、様々なワイ
ヤレス通信ネットワークを使用して実施され得る。「ネットワーク」および「システム」
という用語は交換可能に使用され得る。ＷＷＡＮは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネッ
トワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
ネットワーク、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリア
周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク、ＷｉＭａｘ（ＩＥＥＥ８０２．１
６）などであり得る。ＣＤＭＡネットワークは、ｃｄｍａ２０００、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
－ＣＤＭＡ（登録商標））などのような、１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）
を実装し得る。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－９５規格、ＩＳ－２０００規格、および／ま
たはＩＳ－８５６規格を含む。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　
ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））、Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ（Ｄ－ＡＭＰＳ
）、または何らかの他のＲＡＴを実装し得る。ＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡは、「第３世代
パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体からの文書に記載されて
いる。ｃｄｍａ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（「３ＧＰＰ
２」）という名称の団体からの文書に記載されている。３ＧＰＰおよび３ＧＰＰ２の文書
は、公的に利用可能である。また、ＷＬＡＮは、少なくとも部分的に、ＩＥＥＥ８０２．
１１ｘネットワークを使用して実装されてよく、ＷＰＡＮは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈワイヤ
レス技術ネットワーク、ＩＥＥＥ８０２．１５ｘ、または何らかの他のタイプのネットワ
ークであってよい。また、本明細書で説明される技法は、ＷＷＡＮ、ＷＬＡＮ、および／
またはＷＰＡＮの任意の組合せのために使用され得る。
【０１０８】
　[00115]　いくつかの実施形態では、図１にさらに示されるように、モバイルデバイス
１０８がまた、モバイルデバイス１０８の位置情報の独立したソースとして使用され得る
衛星測位システム（ＳＰＳ）１０２ａ～ｂから情報を少なくとも受信するように構成され
得る。従って、モバイルデバイス１０８は、ＳＰＳ衛星から地理的な位置情報を導出する
ための信号を受信するように特別に設計される、１つまたは複数の専用のＳＰＳ受信機を
含み得る。従って、いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１０８が、ＳＰＳ衛星１
０２ａ～ｂ、ＷＡＮ－ＷＡＰ　１０４ａ～ｃ、および／またはＬＡＮ－ＷＡＰ　１０６ａ
～ｅのいずれか１つまたは組合せと通信できる。いくつかの実施形態では、前述のシステ
ムの各々が、異なる技法を使用して、モバイルデバイス１０８の位置の独立した情報の推
定を行うことができる。いくつかの実施形態では、モバイルデバイスが、位置データの精
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度を上げるために、異なるタイプのアクセスポイントの各々から導出された解を組み合わ
せることができる。特に、すべての個々のシステムからの、位置を導出するには不十分な
数の測定値があるとき、位置推定を得るために異なるシステムからの測定値を組み合わせ
ることも可能である。例えば、アーバンキャニオンの環境では、１つのＧＮＳＳ衛星だけ
が、可視であり適切な測定値（すなわち、未加工の擬似距離およびドップラー観測量）を
提供し得る。この単一の測定値は、それ自体で、位置の解を提供できない。しかしながら
、それは、都市のＷｉＦｉ　ＡＰまたはＷＷＡＮセル範囲からの測定値と組み合わされ得
る。アクセスポイント１０４ａ～ｂ、１０６ａ～ｂ、および／または衛星１０２～ｂを使
用して位置を導出するとき、動作／処理の少なくともいくつかが、いくつかの実施形態で
ネットワーク１１２を介してアクセスされ得る測位サーバ１１０を使用して行われ得る。
【０１０９】
　[00116]　モバイルデバイス１０８が衛星信号を受信できる実施形態では、モバイルデ
バイスが、ＳＰＳ衛星１０２ａ～ｂによって送信された複数の信号から位置データを抽出
するためにＳＰＳと共に使用するために特別に実装された受信機（例えば、ＧＮＳＳ受信
機）を利用できる。送信される衛星信号は、例えば、所定の数のチップの反復擬似ランダ
ムノイズ（ＰＮ）コードで標識された信号を含んでよく、地上の制御局、ユーザ機器およ
び／または宇宙船に位置し得る。本明細書で提供される技法は、例えば、全地球測位シス
テム（ＧＰＳ）、Ｇａｌｉｌｅｏ、Ｇｌｏｎａｓｓ、Ｃｏｍｐａｓｓ、日本の準天頂衛星
システム（ＱＺＳＳ）、インドのＩｎｄｉａｎ　Ｒｅｇｉｏｎａｌ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏ
ｎａｌ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＩＲＮＳＳ）、中国の北斗などのような様
々な他のシステム、並びに／または、１つまたは複数の全地球航法衛星システムおよび／
もしくは地域航法衛星システムと関連付けられ、もしくは場合によってはそれらのシステ
ムと共に使用することが可能にされ得る、様々な補強システム（例えば、静止衛星型衛星
航法補強システム（ＳＢＡＳ））に適用され、またはそれらのシステムにおける使用が別
様に可能にされ得る。限定でなく例として、ＳＢＡＳは、例えばＷｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ａ
ｕｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＷＡＡＳ）、Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｇｅｏｓｔａ
ｔｉｏｎａｒｙ　Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｏｖｅｒｌａｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＥＧＮＯＳ
）、Ｍｕｌｔｉ－ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　Ａｕｇｍｅｎｔａｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＭＳＡＳ）、ＧＰＳ　Ａｉｄｅｄ　Ｇｅｏ　Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ　Ｎ
ａｖｉｇａｔｉｏｎもしくはＧＰＳ　ａｎｄ　Ｇｅｏ　Ａｕｇｍｅｎｔｅｄ　Ｎａｖｉｇ
ａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ（ＧＡＧＡＮ）などのような、完全性情報、差分補正などを提
供する補強システムを含み得る。従って、本明細書で使用されるとき、ＳＰＳは、１つま
たは複数の全地球航法衛星システムおよび／もしくは地域航法衛星システム、並びに／ま
たは補強システムの任意の組合せを含んでよく、ＳＰＳ信号は、ＳＰＳ、ＳＰＳのような
信号、および／または、そのような１つまたは複数のＳＰＳと関連付けられた他の信号を
含み得る。
【０１１０】
　[00117]　本明細書で使用される場合、モバイルデバイスまたは局（ＭＳ）は、セルラ
ー通信デバイスもしくは他のワイヤレス通信デバイス、パーソナル通信システム（ＰＣＳ
）デバイス、パーソナルナビゲーションデバイス（ＰＮＤ）、個人情報マネージャ（ＰＩ
Ｍ）、携帯情報端末（ＰＤＡ）、タブレットデバイス、ラップトップ、レクリエーション
用のナビゲーション能力のあるスポーツデバイス（例えば、ＧＰＳ受信機および／または
ＷｉＦｉ受信機を装備したジョギング／サイクリング）、またはナビゲーション測位信号
のような、ワイヤレス通信および／もしくはナビゲーション信号を受信することが可能で
あり得る何らかの他の適切なモバイルデバイスのような、デバイスを指す。「移動局」（
または「モバイルデバイス」）という用語はまた、衛星信号受信、支援データ受信、およ
び／または位置関連の処理がそのデバイスで行われるかパーソナルナビゲーションデバイ
ス（ＰＮＤ）で行われるかにかかわらず、短距離ワイヤレス（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈワイヤレス技術）接続、赤外線接続、有線接続、または他の接続などによってＰＮＤと
通信するデバイスを含むことが意図される。また、「移動局」は、衛星信号受信、支援デ
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ータ受信、および／または位置関連の処理が当該デバイスで行われるか、サーバで行われ
るか、ネットワークと関連付けられた別のデバイスで行われるかにかかわらず、インター
ネット、ＷｉＦｉ、または他のネットワークなどを介してサーバとの通信が可能である、
ワイヤレス通信デバイス、コンピュータ、ラップトップ、タブレットなどを含むすべての
デバイスを含むことが意図される。上の任意の動作可能な組合せも「移動局」と見なされ
る。
【０１１１】
　[00118]　次に図２を参照すると、図１のモバイルデバイス１０８と同様であり得る例
示的なモバイルデバイス２００の様々なコンポーネントを示す概略図が示されている。簡
単のために、図２のボックス図に示された様々な特徴／コンポーネント／機能は、これら
の様々な特徴／コンポーネント／機能が互いに動作可能に結合されることを表すように共
通のバスを使用して互いに接続されている。ポータブルワイヤレスデバイスを動作可能に
結合し構成するために、他の接続、機構、特徴、機能などが必要に応じて提供され、適合
され得る。さらに、図２の例に示された特徴または機能の１つまたは複数がさらに再分割
されてよく、あるいは図２に示された特徴または機能の２つ以上が組み合わされてよい。
加えて、図２に示された特徴または機能の１つまたは複数は除外され得る。
【０１１２】
　[00119]　示されるように、モバイルデバイス２００は、１つまたは複数のアンテナ２
０２に接続され得る、１つまたは複数のローカルエリアネットワーク送受信機２０６を含
み得る。１つまたは複数のローカルエリアネットワーク送受信機２０６は、図１に示され
たＬＡＮ－ＷＡＰ　１０６ａ～ｅの１つまたは複数と通信し、および／または、それらへ
の／からの信号を検出し、および／または、ネットワーク内の他のワイヤレスデバイスと
直接通信するための、適切なデバイス、ハードウェア、および／またはソフトウェアを備
える。いくつかの実施形態では、ローカルエリアネットワーク送受信機２０６が、１つま
たは複数のワイヤレスアクセスポイントと通信するために適したＷｉＦｉ（８０２．１１
ｘ）通信送受信機を備え得るが、いくつかの実施形態では、ローカルエリアネットワーク
送受信機２０６が、他のタイプのローカルエリアネットワーク、パーソナルエリアネット
ワーク（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈワイヤレス技術）などと通信するように構成され得
る。加えて、任意の他のタイプのワイヤレスネットワーキング技術、例えば、Ｕｌｔｒａ
　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、ワイヤレスＵＳＢなどが使用され得
る。いくつかの実施形態では、ユニット２０６が、信号を受信できるが、信号を送信でき
ない受信機のみの通信ユニット（例えば、ナビゲーション機能を可能にするため）であり
得る。
【０１１３】
　[00120]　モバイルデバイス２００はまた、いくつかの実装形態で、１つまたは複数の
アンテナ２０２に接続され得る１つまたは複数のワイドエリアネットワーク送受信機２０
４を含み得る。ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）送受信機２０４は、例えば、図１に
示されたＷＡＮ－ＷＡＰ　１０４ａ～ｃの１つまたは複数と通信し、および／または、そ
れらからの信号を検出し、および／または、ネットワーク内の他のワイヤレスデバイスと
直接通信するための、適切なデバイス、ハードウェア、および／またはソフトウェアを備
え得る。いくつかの実装形態では、ワイドエリアネットワーク送受信機２０４が、ワイヤ
レス基地局のＣＤＭＡネットワークと通信するために適したＣＤＭＡ通信システムを備え
得る。いくつかの実装形態では、ワイヤレス通信システムが、例えば、ＴＤＭＡ、ＧＳＭ
などのような、他のタイプの携帯電話ネットワークを備え得る。さらに、例えば、ＷｉＭ
ａｘ（８０２．１６）などを含む、他のタイプのワイヤレスネットワーキング技術が使用
され得る。いくつかの実施形態では、ユニット２０４が、信号を受信できるが信号を送信
できない受信機のみの通信ユニット（例えば、ナビゲーション機能を可能にするため）で
あり得る。
【０１１４】
　[00121]　いくつかの実施形態では、ＳＰＳ受信機２０８（全地球航法衛星システム（
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ＧＮＳＳ）受信機とも呼ばれる）もモバイルデバイス２００と共に含まれ得る。ＳＰＳ受
信機２０８は、衛星信号を受信するための１つまたは複数のアンテナ２０２に接続され得
る。ＳＰＳ受信機２０８は、ＳＰＳ信号を受信し処理するための、任意の適切なハードウ
ェアおよび／またはソフトウェアを備え得る。ＳＰＳ受信機２０８は、他のシステムから
の情報を適宜要求でき、任意の好適なＳＰＳ手順によって取得された測定値を部分的に使
用して、モバイルデバイス２００の位置を決定するために必要な計算を行い得る。
【０１１５】
　[00122]　いくつかの実施形態では、モバイルデバイス２００がまた、プロセッサ２１
０に結合された１つまたは複数のセンサ２１２を含み得る。例えば、センサ２１２は、ワ
イドエリアネットワーク送受信機２０４、ローカルエリアネットワーク送受信機２０６、
および／またはＳＰＳ受信機２０８によって受信された信号から導出される動きデータに
依存しない、相対的な移動情報および／または方位情報を与えるための（慣性センサとも
呼ばれる）動きセンサを含み得る。限定でなく例として、動きセンサは、加速度計２１２
ａ、ジャイロスコープ２１２ｂ、地磁気（磁力計）センサ２１２ｃ（例えば、コンパス）
、高度計（例えば、気圧高度計）２１２ｄ、および／または他のセンサタイプを含み得る
。いくつかの実施形態では、加速度計２１２ａが、微小電子機械システム（ＭＥＭＳ）に
基づいて実装され得る。他のタイプの加速度計が、ＭＥＭＳベース加速度計の代わりに、
またはそれに加えて使用され得る。加えて、３つの直交する軸に沿った加速度を感知する
３Ｄ加速度計が実装され得る。いくつかの実施形態では、ジャイロスコープ２１２ｂが、
ＭＥＭＳ技術ベースジャイロスコープを含んでよく、一軸ジャイロスコープ、二軸ジャイ
ロスコープ、または、例えば３つの直交軸を中心とする動きを感知するように構成された
３Ｄジャイロスコープであり得る。他のタイプのジャイロスコープが、ＭＥＭＳベースジ
ャイロスコープの代わりに、またはそれに加えて使用され得る。いくつかの実施形態では
、磁界の強度および／または方向を測定するように構成された（および、従って、局所的
な磁場に対する絶対的な方位を測定するように構成され得る）磁力計も、ＭＥＭＳ技術に
基づいて実装され得る。そのようなＭＥＭＳベース磁力計は、ＭＥＭＳ導体を通る電流に
よって生成されたローレンツ力によって引き起こされる動きを検出するように構成され得
る。他のタイプの磁力計も使用され得る。高度計は、例えば、高度データを与えるように
構成されてよく、従って、デバイスが位置し得る屋内構造物（例えば、ショッピングモー
ル）中の階を決定することを容易にし得る。高度計によって行われた高度の測定値を表す
データに基づいて、屋内構造物中の特定の階についての（地図を含む）支援データを取得
することのような、ナビゲーションタスクが行われ得る。いくつかの実施形態では、絶対
的な高度が、既知の近くの場所における（例えば、モバイルデバイス２００が位置する同
じ建物内の）基準気圧が利用可能であるとき、絶対的な高度が利用可能であり得る。その
ような基準気圧が利用可能でないとき、気圧計が高度情報の変化を与えることができ、こ
れは、例えば、位置推定を決定するために慣性センサ（例えば、加速度計、ジャイロスコ
ープなど）からの情報と共に使用され得る。
【０１１６】
　[00123]　１つまたは複数のセンサ２１２の出力は、動き情報を与えるために組み合わ
せられ得る。例えば、モバイルデバイス２００の推定される位置は、以前に決定された位
置と、１つまたは複数のセンサの少なくとも１つによる測定から導出された動き情報から
決定される、その以前に決定された位置から移動した距離とに基づいて決定され得る。い
くつかの実施形態では、モバイルデバイスの推定される位置が、１つまたは複数のセンサ
２１２の出力を使用して（例えば、現場の床配置図によって確立される動きの制約を利用
して、モバイルデバイス２００を使用して実現されるパーティクルフィルタ(particle fi
lter)を通じて例えば実装される）確率モデルに基づいて決定され得る。図２にさらに示
されるように、いくつかの実施形態では、１つまたは複数のセンサ２１２がまた、ディス
プレイまたはスクリーンのようなユーザインターフェースデバイスに表示され得る静止画
像または動画（例えば、ビデオシーケンス）を生成し得るカメラ２１２ｅ（例えば、電荷
結合デバイス（ＣＣＤ）タイプのカメラ）を含み得る。
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【０１１７】
　[00124]　（コントローラとも呼ばれる）プロセッサ２１０は、ローカルエリアネット
ワーク送受信機２０６、ワイドエリアネットワーク送受信機２０４、ＳＰＳ受信機２０８
、および／または、１つまたは複数のセンサ２１２に接続され得る。プロセッサは、処理
機能と、さらに他の計算機能と制御機能とを提供する、１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、マイクロコントローラ、および／またはデジタル信号プロセッサを含み得る。いく
つかの実施形態では、コントローラは、処理ベースデバイスの使用を伴わずに実装され得
る。プロセッサ２１０は、データと、モバイルデバイス内でプログラムされた機能を実行
するためのソフトウェア命令とを記憶するための、記憶媒体（例えば、メモリ）２１４も
含み得る。メモリ２１４は、プロセッサ２１０に取り付けられていてよく（例えば、同じ
ＩＣパッケージ内にあってよく）、および／または、メモリは、プロセッサの外部のメモ
リであってよく、データバスを通じて機能的に結合されてよい。プロセッサ２１０と同様
であり得る、プロセッサまたは計算システムの例示的な実施形態に関するさらなる詳細は
、図８に関連して以下で与えられる。
【０１１８】
　[00125]　多数のソフトウェアモジュールおよびデータテーブルが、メモリ２１４に存
在してよく、リモートデバイス／ノード（図１に示される様々なアクセスポイントなど）
の両方との通信、測位決定機能、および／またはデバイス制御機能を管理するために、プ
ロセッサ２１０によって利用され得る。下でより詳細に説明されるように、プロセッサ２
１０は、例えば、ソフトウェアベース実装形態を使用して、可変修正された少なくとも１
つの信号パラメータ値（例えば、ＰＨＹ層パラメータ）の当初の（すなわち、修正されて
いない）値の、１つまたは複数の送信デバイスから受信された信号からの決定を可能にす
るように構成され得る。本明細書で説明される実装形態では、受信ワイヤレスデバイスで
受信される信号が、送信デバイスによって提供される信号を使用した場所決定動作を認可
されていないデバイス／アプリケーション／ユーザが行うことを阻止／禁止するために、
決定論的な（および再現可能な）所定の変化信号修正処理（例えば、時間依存のディザリ
ング関数）の適用を通じて、制御された方式で当初の信号パラメータ値（例えば、振幅な
ど）を修正させている可能性がある。従って、受信ワイヤレスデバイスは、（例えば、受
信デバイスに演繹的に提供される逆関数を、送信ノードに適用される変化信号修正関数／
処理に適用することによって）逆の動作を行い得る。信号パラメータの当初の値が復元さ
れると（および、従って、ソースデバイスで信号に可変適用された歪み／擾乱が戻される
と）、受信ワイヤレスデバイスの位置は、復元された信号を使用して（例えば、フィンガ
ープリント探索および比較手順、多辺測量ベース手順などを通じて）決定され得る。プロ
セッサはまた、いくつかの実装形態で、少なくとも１つの変化処理（例えば、擬似ランダ
ム処理）に従って送信デバイスで最初は決定される、アンテナベース特性（例えば、複数
のアンテナから選択される１つのアンテナ、ビームステアリング動作のために複数のアン
テナに向けられる信号の相対的な位相および振幅、巡回遅延など）のような送信特性の再
構築された値を導出するように構成され得る。送信デバイスで決定された送信特性は、例
えば、認可されていないユーザ／アプリケーション／デバイスによる場所決定動作を禁止
するために使用される。デバイス２００が送信デバイスによって使用される変化処理の知
識を有する状況で、デバイス２００は、デバイス２００が場所決定動作を行うこと（例え
ば、受信デバイスが送信デバイスで最初に決定された送信特性値を決定するように構成さ
れなかった場合よりも、場所決定動作を正確に行うこと）を可能にするために、再構築さ
れた値を導出できる。
【０１１９】
　[00126]　プロセッサはまた、所定の変化信号修正処理に従って少なくとも１つの信号
パラメータ（例えば、振幅、周波数などのようなＰＨＹ層パラメータ）の値を可変修正し
、そのような修正された値を伴う信号を別のデバイスに（例えば、ＡＰに、従って信号の
双方向のディザリングを実施するために）送信するように構成され得る。
【０１２０】
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　[00127]　いくつかの実施形態では、モバイルデバイスが、１つまたは複数のＬＡＮ送
受信機２０６および／または１つまたは複数のＷＡＮ送受信機２０４と電気通信している
複数のアンテナを含み得る（いくつかの変形形態では、複数のＬＡＮ送受信機の各々のた
めに、および、複数のＷＡＮ送受信機の各々のために、対応する別々のアンテナがあり得
る）。１つまたは複数の送受信機と通信している複数のアンテナは、信号を送信するため
に使用される少なくとも１つのアンテナ関連の送信特性を制御／決定するために、所定の
変化処理（例えば、時間依存の擬似ランダム処理）の実施を可能にするように構成され得
る。アンテナ関連の送信特性を制御するためのそのような所定の変化処理の実施は、こう
して、複数のアンテナおよび１つまたは複数の送受信機を介してデバイス２００で実現さ
れる、アンテナベース変化処理を逆行するように構成される認可されたユーザ／アプリケ
ーション／デバイス（例えば、モバイルデバイス２００が通信している認可されたＡＰ）
のみが、正確な場所決定を行うために必要とされる送信される信号の正確な測定値を取得
することが可能となるように、送信される信号のディザリングを可能にし得る。
【０１２１】
　[00128]　いくつかの実施形態では、送信特性（例えば、アンテナベース送信特性）が
、信号を送信するための送信間隔の間に選択されたアンテナであり得る。例えば、送信さ
れるべき信号がそれを通じて方向付けられるアンテナは、所定の変化アンテナ選択処理（
例えば、擬似ランダム処理）に従って選択され得る。従って、所定の変化アンテナ選択処
理に従ってディザリングされる、送信される信号をアンディザリングするように構成され
ない受信ワイヤレスデバイスは、（例えば、送信される信号がたどる経路は、予測不可能
に変化し得る、選択されるアンテナ、推定されるチャネル周波数応答（ＣＦＲ）、ＲＳＳ
Ｉ、ＲＴＴなどに依存するので）歪んだ受信信号の測定値を得る可能性がある。結果とし
て、そのような受信デバイスは、正確な場所決定処理を行うことが不可能になる。別の例
では、複数のアンテナを通じて方向付けられた信号のそれぞれの相対的な位相および振幅
が、受信デバイスに向けられた変化ビームを制御する（例えば、フォーミングする、およ
び／またはステアリングする）ために、１つまたは複数の所定の変化ビーム制御処理（例
えば、擬似ランダム時間変化ビーム制御処理）に従って制御され得る（例えば、送受信機
および／またはプロセッサ２１０によって）。認可されているユーザ／アプリケーション
／デバイスにのみ知られているそのような所定の処理に従ってビームを変化させることに
よって、その処理の知識を伴わない信号特性（例えば、ＲＳＳＩ、到達の角度（ＡｏＡ）
）の測定値は、送信ワイヤレスデバイスまたは受信ワイヤレスデバイスの場所の正確な決
定を禁止する値をもたらす。さらなる例では、所定の処理が、複数のアンテナに向けされ
る様々な信号を遅らせて、変化（例えば、擬似ランダム時間変化）巡回遅延ダイバーシテ
ィの実装形態をこうして実装するために、使用され得る。この場合も、様々な信号を遅ら
せるために使用される変化処理の知識がないと、受信デバイスで行われる信号特性の測定
値に基づく正確な場所決定が禁止される。
【０１２２】
　[00129]　図２にさらに示されているように、メモリ２１４は、測位モジュール２１６
、アプリケーションモジュール２１８、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）モジュー
ル２２０、および／またはラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）モジュール２２２を含み得
る。モジュールおよび／またはデータ構造の機能は、モバイルデバイス２００の実装形態
に応じて、様々な方法で組み合わされ、分離され、および／または構成され得ることに留
意されたい。例えば、ＲＳＳＩモジュール２２０および／またはＲＴＴモジュール２２２
は各々、少なくとも部分的に、ハードウェアベースの実装形態として実現されてよく、従
って、専用アンテナ（例えば、専用ＲＴＴおよび／またはＲＳＳＩアンテナ）、（例えば
、受信された信号の信号強度を決定し、ＲＴＴサイクルに関するタイミング情報を決定す
るために）アンテナを介して受信および／または送信される信号を処理し分析するための
専用処理ユニットなどのような、デバイスを含み得る。
【０１２３】
　[00130]　アプリケーションモジュール２１８は、測位モジュール２１６からの位置情
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報を要求する、モバイルデバイス２００のプロセッサ２１０上で稼働しているプロセスで
あり得る。アプリケーションは通常、ソフトウェアアーキテクチャの上位層内で稼働され
、屋内ナビゲーションアプリケーション、ショッピングアプリケーション、場所認識サー
ビスアプリケーションなどを含み得る。測位モジュール２１６は、モバイルデバイス２０
０の様々な受信機およびモジュールから導出された情報を使用して、モバイルデバイス２
００の位置を導出し得る。例えば、ＲＴＴ測定値に基づいてモバイルデバイスの位置を決
定するために、各送信デバイス（例えば、アクセスポイント）によってもたらされたＭＡ
Ｃ処理時間遅延の妥当な推定値が、最初に取得され、測定されたＲＴＴを較正／調整する
ために使用され得る。測定されたＲＴＴは、ラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）情報を導
出するために、モバイルデバイス２００とアクセスポイントとの間で交換される信号のタ
イミングを測定できる、ＲＴＴモジュール２２２によって決定され得る。送信デバイスが
所定の変化信号修正処理（例えば、擬似ランダム時間変化信号修正処理）に従って遅延を
含む状況では、ＲＴＴモジュール、またはデバイスのモジュールのうちの別のものが、信
号（例えば、所定の変化信号修正処理に従って追加される遅延を伴わない）の初期時間値
を決定するように構成され得る。例えば、遅延を追加した処理の逆の処理が、受信された
信号について行われる必要がある。いくつかの実施形態では、ＲＴＴ値が、測定されると
、モバイルデバイス２００の位置の決定を支援するために測位モジュール２１６に渡され
得る。
【０１２４】
　[00131]　モバイルデバイス２００によって（例えば、その送受信機の１つを使用して
）受信される通信から決定され得る他の情報は、ＲＳＳＩの形式で表され得る（ＲＳＳＩ
モジュール２２０を使用して決定される）受信信号電力を含む。ＲＳＳＩモジュール２２
０はまた、信号に関するデータを測位モジュール２１６に与え得る。モバイルデバイスの
位置を決定するためにＲＳＳＩ測定値を使用するとき、適切な較正／調整手順が行われる
必要があり得る。加えて、送信デバイスのＴｘ電力、例えば、（受信局で、不正確な位置
決定につながり得る歪んだＲＳＳＩの測定値をこのようにもたらすであろう）デバイス２
００によって受信される信号の振幅が修正される状況では、デバイス２００が、信号（例
えば、ソース送信デバイス／ノードから送信されるべき信号のＰＨＹ層パラメータの当初
の値について行われる所定の変化信号修正処理の前の）の当初の振幅値（例えば、送受信
機Ｔｘ電力）を決定するように構成され得る。受信された信号の正確な振幅が決定される
と（および、送信される信号の当初の未修正ＰＨＹ層パラメータに対応する実質的に正確
なＲＳＳＩが計算されると）、デバイス２００の位置が決定され得る。言い換えると、そ
のような実施形態では、ＡＰ　Ｔｘ電力がディザリングされ、デバイスで計算されるＲＳ
ＳＩ（ディザリングされたＡＰ　Ｔｘ電力より小さい電力に対応する）は、ＡＰの送信電
力に適用されるものと同じディザリングパターンを示す。デバイス２００はこうして、Ｒ
ＳＳＩ上で観測されるディザリングを取り消すことが可能である。モバイルデバイス２０
０の決定された位置は次いで、アプリケーションモジュール２１８に与えられ得る。
【０１２５】
　[00132]　さらに示されるように、モバイルデバイス２００はまた、支援データストレ
ージ２２４を含んでよく、地図情報、デバイスが現在位置するエリアにおける場所情報に
関するデータ記録などのようなデータを含む、支援データが記憶され得る。支援データは
、リモートサーバからダウンロードされていてよい。いくつかの実施形態では、モバイル
デバイス２００がまた、他のソース（例えば、センサ２１２）から決定され得る補助的な
位置および／または動きデータを含む、補足情報を受信するように構成され得る。そのよ
うな補助的な位置データは、不完全であることまたは雑音が多いことがあるが、ＷＡＰの
処理時間を推定するための独立した情報の別のソースとして有用であり得る。（破線を使
用して）図２に示されているように、モバイルデバイス２００は、任意選択で、他のソー
スから受信された情報から導出され得る補助的な位置／動きデータ２２６をメモリに記憶
できる。補足情報は、限定はされないが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈワイヤレス技術信号、ビー
コン、ＲＦＩＤタグ、および／または地図から導出される情報（例えば、地理的な地図の
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デジタル表現物から、例えばデジタル地図と対話するユーザによって座標を受信すること
）から導出され得る、またはこれらに基づき得る、情報を含み得る。
【０１２６】
　[00133]　モバイルデバイス２００は、モバイルデバイス２００とのユーザ対話を可能
にするマイクロフォン／スピーカー２５２、キーパッド２５４、およびディスプレイ２５
６のような、適切なインターフェースシステムを与えるユーザインターフェース２５０を
さらに含み得る。マイクロフォン／スピーカー２５２は、（例えば、ワイドエリアネット
ワーク送受信機２０４および／またはローカルエリアネットワーク送受信機２０６を使用
して）音声通信サービスを提供する。キーパッド２５４は、ユーザ入力のための適切なボ
タンを備える。ディスプレイ２５６は、例えば、バックライト付きのＬＣＤディスプレイ
のような適切なディスプレイを備え、追加のユーザ入力モードのために、タッチスクリー
ンディスプレイをさらに含み得る。
【０１２７】
　[00134]　ここで、図３を参照すると、図１に示された様々なアクセスポイントのいず
れかと同様であってよく、それと同様の機能を有するように構成され得る、アクセスポイ
ント３００のような例示的な送信デバイスの概略図が示される。アクセスポイント３００
は、例えば、図１および図２のそれぞれのモバイルデバイス１０８または２００のような
ワイヤレスノードと通信するための、１つまたは複数のアンテナ３１６ａ～ｎに電気的に
結合された１つまたは複数の送受信機３１０ａ～ｎを含み得る。送受信機３１０ａ～３１
０ｎの各々は、信号（例えば、ダウンリンクメッセージ）を送信するためのそれぞれの送
信機３１２ａ～ｎと、信号（例えば、アップリンクメッセージ）を受信するためのそれぞ
れの受信機３１４ａ～ｎとを含み得る。アクセスポイントはまた、他のネットワークノー
ドと通信する（例えば、クエリと応答とを送信し受信する）ためのネットワークインター
フェース３２０を含み得る。例えば、各ネットワーク要素は、１つまたは複数のコアネッ
トワークノード（例えば、図１に示される他のアクセスポイント、測位サーバ１１０、お
よび／または他のネットワークデバイスもしくはノードのいずれか）との通信を容易にす
るために、ゲートウェイまたはネットワークの他の適切なエンティティと通信する（例え
ば、有線またはワイヤレスバックホール通信）ように構成され得る。追加で、かつ／また
は代替的に、他のネットワークノードとの通信はまた、送受信機３１０ａ～ｎおよび／ま
たはそれぞれのアンテナ３１６ａ～ｎを使用して行われ得る。
【０１２８】
　[00135]　アクセスポイント３００はまた、本明細書で説明される実施形態と共に使用
され得る他のコンポーネントを含み得る。例えば、アクセスポイント３００は、いくつか
の実施形態で、他のノードとの通信を管理し（例えば、メッセージを送信および受信し）
、他の関連する機能を提供するための、通信コントローラ３３０（図２のプロセッサ２１
０と同様であり得る）を含み得る。例えば、コントローラ３３０は、所定の変化信号修正
処理（擬似ランダム時間変化ベース処理）に従って、少なくとも１つの信号パラメータ（
例えば、振幅、周波数などのようなＰＨＹ層パラメータ）の値を可変修正するように構成
され得る。これらのパラメータを修正する（例えば、歪ませる／ディザリングする）こと
によって、送信される信号の測定値を使用することを試みるが信号を修正するためにどの
処理または関数が使用されたかを知らない、認可されていない者は、受信デバイスで得ら
れた信号測定値とデバイスで受信された信号を送信するノードの位置との関係を決定して
、こうしてデバイスの概略的な位置または厳密な位置を決定するために位置決定処理を行
うことが不可能になる。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の送受信機３１０ａ～
ｎおよび／またはアンテナ３１６ａ～ｎと共に、コントローラ３３０が、アクセスポイン
ト３００から信号を送信するために使用される１つまたは複数の所定の変化送信特性処理
を実施するように構成される。述べられるように、いくつかの実施形態では、例えば、複
数の送信アンテナから１つの送信アンテナ（例えば、アンテナ３１６ａ～ｎの１つ）を選
択するための擬似ランダム時間変化ベースアンテナ選択処理、変化ビームを制御するため
に複数の送信アンテナの各々にそれぞれ向けられる複数の信号の各々の対応する相対的な
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位相と対応する振幅とを可変調整するための１つまたは複数の擬似ランダム時間変化ベー
スビームフォーミング処理、および／または、複数の送信アンテナの少なくとも１つにそ
れぞれ向けられる複数の信号の少なくとも１つに追加される対応する遅延を可変調整する
ための１つまたは複数の擬似ランダム時間変化ベース巡回遅延処理の、１つまたは複数を
含む、所定の変化アンテナベース送信特性決定処理が実施され得る。送信特性／信号パラ
メータの制御された修正／決定は、いくつかの実施形態で、要求される通信規格を侵害す
ることまたはそれに違反することなく（例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１１に関するものの
ような、そのような通信プロトコルのために確立された任意の標準化された通信要件から
実質的に逸脱することなく）、および／または、信号によって表されるデータを修正する
ことなく（例えば、背後にある信号のＰＨＹ層パラメータに対する任意の修正にかかわら
ず、または使用される送信特性にかかわらず、受信された信号によって表されるデータが
依然として決定／復号され得るように）、行われ得る。
【０１２９】
　[00136]　いくつかの実施形態では、コントローラ３３０がまた、いくつかの所定の変
化信号修正処理に従って修正された、他のワイヤレスデバイスから（例えば、個人用モバ
イルデバイスから）受信された、信号の当初の信号パラメータ値を決定するように構成さ
れ得る。例えば、いくつかの実施形態では、図３のＡＰ　３００のようなアクセスポイン
トが、個人用ワイヤレスデバイスの位置を追跡するように構成され得る。個人用ワイヤレ
スデバイスは、認可されていないサーバまたはＡＰがそのデバイスの場所を追跡すること
を阻止／禁止するために、変化信号修正処理（ディザリング処理）を適用していることが
ある。しかしながら、個人用ワイヤレスデバイスで利用される信号修正処理についての情
報を提供された（例えば、個人用ワイヤレスデバイスで適用される信号修正処理／関数を
提供された、または、個人用ワイヤレスデバイスで適用される処理／関数に対応するオア
逆処理／関数を提供された）認可されているサーバは、修正された／ディザリングされた
信号の当初のパラメータ値を決定し、こうして、認可されているサーバが個人用ワイヤレ
スデバイスの位置を追跡することを可能にするように構成され得る。いくつかの実施形態
では、コントローラ３３０がさらに、送信デバイス（例えば、アクセスポイント３００と
通信しているモバイルデバイス）で決定され使用された信号送信特性値（アンテナベース
送信特性値）を再構築するように構成され得る。従って、例えば、いくつかの実施形態で
は、アクセスポイント３００が（例えば、デバイスの送受信機およびアンテナと共にコン
トローラ３３０を通じて）、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って他の
ワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性を使用して、別の
ワイヤレスデバイス（他のそのデバイスは複数の送信アンテナを含む）から送信される信
号を受信することように構成されてよく、少なくとも１つの信号送信特性は、例えば、複
数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、ビーム特性、および／または、巡
回遅延ダイバーシティパラメータの１つまたは複数を含む。そのような実施形態では、ア
クセスポイント３００がまた、他のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１
つの信号送信特性の再構築された値を導出し、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定
処理に従って他のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性
の導出された再構築された値に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレスデバイスの位置
を決定するように構成され得る。例えば、アクセスポイント３００は、アクセスポイント
３００に信号を送信するために送信デバイスによって使用された特定のアンテナを送信デ
バイスの複数のアンテナから決定するように構成され得る。その特定のアンテナを知るこ
とは、従って、アクセスポイント３００が、受信した信号がたどった経路についてのより
正確な情報を有すること、および従って、送信デバイスおよび／もしくはアクセスポイン
ト３００に関するより正確に決定された場所情報を有することを可能にし得る。
【０１３０】
　[00137]　加えて、アクセスポイント３００は、いくつかの実施形態で、近隣との関係
を管理し（例えば、近隣リスト３４２を保持し）他の関連する機能を提供するための、近
隣関係コントローラ（例えば、近隣発見モジュール）３４０を含み得る。通信コントロー
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ラは、いくつかの実施形態で、図８に関連して示され説明されるものと同様の構成および
機能を伴う、プロセッサベースデバイスとして実装され得る。
【０１３１】
　[00138]　図４を参照すると、場所決定動作のために使用される例示的な手順４００の
フローチャートが示されている。図４に示される動作は一般に、動作の中でもとりわけ位
置決定を行うために受信デバイスによって使用される信号を送信する、（図１に示される
ＷＡＰ　１０４ａ～ｃおよび１０６ａ～ｅまたは図３に示されるアクセスポイント３００
のいずれかと同様であり得る）デバイス／ノードで行われる。いくつかの実施形態では、
手順４００がまた、個人用ワイヤレスデバイス（図１および図２のそれぞれ１０８または
２００のような）で行われ得る。
【０１３２】
　[00139]　第１のワイヤレスデバイス（送信デバイス）から送信されるべき信号の少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値は、所定の変化信号修正処理に従
って可変修正される（４１０）（例えば、ＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を取
得または決定し、変化信号修正処理をその当初の未修正値に適用する）。上で述べられた
ように、いくつかの実施形態では、信号のＰＨＹ層信号パラメータが、例えば、振幅（送
信電力またはＴｘとも呼ばれる）、信号のタイムスタンプ、中心周波数、利得、信号等化
、および／またはこれらの任意の組合せを含む。上でやはり述べられたように、所定の変
化信号修正処理は、全般に信号によって符号化されるコンテンツに影響を与えることなく
、認可されているユーザ／デバイスには知られているが認可されていないユーザ／デバイ
スには知られていない制御された方式で、少なくとも１つの信号パラメータ（およびいく
つかの実施形態で、異なる処理に従って各々修正され得る２つ以上のパラメータ）を修正
するように構成される。下の表１は、ディザリングされ得る異なる信号パラメータのいく
つかと、そのようなディザリングが受信デバイスの位置を決定するための能力に対してど
のような効果を有するかということの例を与える（表１はまた、認可されていないユーザ
／アプリケーション／デバイスによる場所決定を禁止するように制御され得る、アンテナ
ベース特性を含む）。
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【表１】

【０１３３】
　[00140]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従っ
て少なくとも１つの信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することが、擬似ランダ
ム処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正す
ることを含み得る。
【０１３４】
　[00141]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従っ
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て少なくとも１つの信号パラメータの当初の／初期の値を可変修正することが、自己回帰
移動平均処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変
修正することを含み得る。いくつかの実施形態では、自己回帰移動平均（ＡＲＭＡ）フィ
ルタが、次の方式で擬似ランダム処理と共に使用され得る。擬似ランダム生成器が、デジ
タル的に実装され得るＡＲＭＡフィルタへと送られる乱数の列（通常は－１と＋１の列）
を生成し得る。出力は、例えば、ノミナルのＴｘ電力、タイムスタンプ、周波数、ノミナ
ルのＭＡＣ処理遅延（すなわち、ＡＰでのＲＴＴターンアラウンドタイム）などに追加さ
れ得る、遅く動く出力である。この処理のために使用されるアーキテクチャは次の通りで
あり得る。
【０１３５】
・擬似ランダム生成器
・ＡＲＭＡ処理と等価なｚ変換（例えば、異なる遅延を表すｚ-1の異なる累乗を伴う多項
式の分数）
・ランダム化処理のパラメータは、
－　擬似ランダム生成器に注入されるべきシード値と、
－　開始時間と、
－　擬似ランダム生成器およびＡＲＭＡ処理が更新されるサンプル期間と、
－　このランダムな項の振幅を制御するためにＡＲＭＡの生の出力と乗算されるスケーリ
ング係数とを含み得る。
【０１３６】
　[00142]　従って、そのような実施形態では、自己回帰移動平均処理に従って少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することが、擬似ランダム
生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、結果の列を生成するために乱数の列を
自己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力することと、結果の列に基づいて少なく
とも１つのＰＨＹ層信号パラメータ（例えば、振幅、周波数、利得、位相など）の当初の
未修正値を修正することとを含み得る。
【０１３７】
　[00143]　いくつかのＷｉＦｉ測定値が他に対して関数的な関係を有し得ることに留意
されたい。例えば、ＲＳＳＩおよび距離（またはデルタ（Δ）ＲＳＳＩおよびデルタ（Δ
）ＲＴＴ）は関連し得る。従って、いくつかの状況のもとでは、ある者が、ＲＴＴがディ
ザリングされていないままである場合、例えば、ＲＳＳＩのディザリング列を推測するこ
とが可能であり得る（およびその逆も可能であり得る）。また、２つの測定可能な値（例
えば、ＲＳＳＩおよびＲＴＴ）が厳密に同一の変化信号修正処理によって（例えば、同じ
自己回帰列によって）ディザリングされる場合、ディザリング列を推測することが可能で
あり得る。従って、異なる測定可能物に対して異なるディザリング関数／処理を使用する
ことが望ましいことがある。従って、いくつかの実施形態では、少なくとも１つの所定の
変化信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を
可変修正することが、それぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って２つ以上のＰＨ
Ｙ層信号パラメータの各々の当初の未修正値を可変修正することを含み得る。
【０１３８】
　[00144]　図４の参照を続けると、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修
正値を伴う信号は、第２のワイヤレスデバイス（例えば、図１のデバイス１０８または図
２のデバイス２００のような受信ワイヤレスデバイス）に（例えば、様々な送受信機また
は送信機デバイスの１つを通じて）送信される（４２０）。この送信される信号は、少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値が少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータの可変修正値から第２のワイヤレスデバイスで決定されるとき、第２のワイヤ
レスデバイスでの／のための位置決定を容易にするように構成される。受信された信号の
可変修正された少なくとも１つの信号パラメータの当初の値を決定するために、受信デバ
イスは、信号を変化させるために（例えば、信号をディザリングするために）送信デバイ
スで使用された処理／関数を知る必要があり、および／または、少なくとも１つの信号パ
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ラメータの当初の値（例えば、送信デバイス／ノードでの変化処理による修正の前の当初
の／初期の値）を復元するために受信された信号に適用される必要のある逆処理／逆関数
を知る／決定する必要がある。
【０１３９】
　[00145]　例えば、送信デバイスで使用される変化信号修正処理が自己回帰移動平均処
理である実施形態では、擬似乱数のシード、スケーリング振幅、開始時間などのような情
報が、認可された受信デバイスに（例えば、ディザリングされた送信に先行する何らかの
より早い時間に安全な方式で）提供される。従って、アンディザリング（すなわち、逆行
）処理は、いくつかの実施形態で、同じシードおよびスケーリング係数が導入されるとす
ぐに送信デバイスで（例えば、ＡＰで）使用されるものと同じデジタル列を配信する受信
デバイスで、等価な擬似ランダム処理を開始することを含んでよく、両方の列は時間的に
同期する。受信デバイスは次いで、ＡＲＭＡ処理のスケーリングされた出力を測定値から
差し引くことができる。この例では、同期が、絶対的なモードで（ＮＴＰまたはセルラー
ネットワーク上ではミリ秒の精度の時刻がモバイル機器によって容易に得られ得る）、ま
たは両方の処理を再同期させることによって行われ得る。同期はサンプリング期間の断片
（これは、数分の周期では数秒のオーダーである）として行われる必要があるので、絶対
的な時間同期の精度は、低い（例えば、１秒のオーダーである）ことがある。これは、デ
ィザリングＡＲＭＡ処理が、ゆっくり変化する出力を有するように構成され、従って、送
信デバイスおよび受信デバイスでの絶対的なクロックが良好に動作するために、受信デバ
イスでのアンディザリングのために非常に正確に同期する必要がないからである。非常に
遅く出力を評価することは、サンプリング期間よりも数倍長い間隔に対しても、出力の高
い相関をもたらすので、不正確な同期はグレースフルデグラデーションを生み出し得る。
この例では、ディザリングの全体としての効果が、ＰＲＮの列に実質的に等しい時間の間
、真の値の周りを動き回る遅く変化する「自然に見える」物理現象であり得る（これは、
ＧＮＳＳにおける電離層誤差の影響と類似し得る）。ディザリング関数は一般に複数のＡ
Ｐにわたって同期されないので、および、推定される位置は各ＡＰの測定値への寄与に依
存するので、２Ｄ位置の誤差パターンの実効的な反復期間は、位置固定のために使用され
るすべてのＡＰのディザリング期間の積である。
【０１４０】
　[00146]　受信デバイスでの少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの復元された当
初の値は、受信デバイスの位置を決定するために使用され得る。例えば、ＲＳＳＩおよび
／またはＲＴＴのようなメトリックが、１つまたは複数のアクセスポイント（その各々が
、アクセスポイントと関連付けられる固有のＭＡＣアドレスのような、アクセスポイント
識別子によって識別され得る）から受信される信号の信号パラメータの復元された当初の
値から、または、他のタイプの送信機から導出されてよく、それらのメトリックは、第２
の（受信）ワイヤレスデバイスの位置の推定を決定するために使用され得る。例えば、既
知の地理的位置を有する複数の送信デバイス（例えば、アクセスポイント）の、地理的位
置と、処理遅延と、電力プロファイルと、ＲＴＴプロファイルと、他のそのような情報と
を含む（ローカルに、またはリモートデバイス／システムに記憶され得る）データベース
がアクセスされてよく、（例えば、受信デバイスでの信号の受信元の特定の送信機／アク
セスポイントの）関連データが取得され得る。そのように取得されたデータベースのデー
タは、受信デバイスの場所決定を容易にするために使用され得る。例えば、信号を送信す
る送信デバイス（アクセスポイント）からの受信デバイスの相対的な距離は、アクセスさ
れたデータベースに記憶されたそれらの送信機／アクセスポイントの既知の場所に少なく
とも部分的に基づいて決定されてよく、デバイスの場所の推定値は（例えば、三辺測量手
順のような多辺測量手順を使用して）計算／導出されてよい。いくつかの実施形態では、
モバイルデバイスの位置がまた、例えば、１つまたは複数の送信デバイス（アクセスポイ
ント）から取得された信号強度（またはＲＳＳＩ）および／またはＲＴＴの実際の測定さ
れた値を記憶されたプロファイルと比較して、受信デバイスによって決定されたメトリッ
ク値のセットと（概略的にまたは正確に）一致するプロファイルを識別することによって
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、決定され得る（この場所決定手順は、「フィンガープリンティング」手順とも呼ばれる
）。いくつかの実施形態では、ＲＳＳＩおよび／またはＲＴＴのフィンガープリントのた
めのデータベースが、ＲＦ伝播モデル（例えば、壁の構造を考慮した）を使用して作成さ
れ得ることに留意されたい。そのような実施形態では、ＲＦ伝播モデルによって使用され
るパラメータを適切に較正するために、少なくともいくつかの実際の調査測定値を得るこ
とが通常必要である。一致する記憶されたプロファイルと関連付けられる場所の推定値は
次いで、送信デバイス／アクセスポイントの信号を受信した受信デバイスの現在の場所の
推定値であると見なされ得る。従って、いくつかの実施形態では、第２のワイヤレスデバ
イスでの位置決定を容易にするように構成される送信される信号が、例えば、受信信号強
度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム（ＲＴＴ）ベ
ース位置決定処理、および／または慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度
ベース位置決定処理の１つまたは複数に基づいて、第２のワイヤレスデバイスでの位置決
定を容易にするように構成される。いくつかの実施形態では、ＲＳＳＩベース位置決定処
理が、ＲＳＳＩフィンガープリンティング処理を含み得る。いくつかの実施形態では、Ｒ
ＴＴベース位置決定処理が、ＲＴＴフィンガープリンティング処理を含み得る。
【０１４１】
　[00147]　いくつかの実施形態では、送信デバイス（ＡＰのような）が、すべてのその
送信のために単一のディザリング列を使用できる。しかしながら、これは、認可されてい
ない者がアンディザリングされたフィンガープリントを収集することを阻止／禁止できな
い。例えば、不動の基準ＳＴＡは、移動ＳＴＡによって同時に収集される同じＷｉＦｉフ
レームと測定値とを収集できる。後処理のステップにおいて、各時期に対する訂正値が、
収集された不動ＳＴＡのデータによって決定され得る。これらの訂正値は次いで、移動Ｓ
ＴＡのデータセットに適用される。これは、両方のデータセットに共通であるディザリン
グを決定すること（および、従って除去すること）を可能にし得る同様の手法が、Ｄ－Ｇ
ＰＳおよびＲＴＫ測位において使用されるＲＴＣＭ（リアルタイム訂正メッセージ）と同
義であるリアルタイム測位のために使用され得る。リアルタイムＷｉＦｉ測定値の訂正情
報は、ＧＮＳＳのためのＮＴＲＩＰ　ＨＴＴＰベースのプロトコルと同様の何かを使用し
て、クライアントに送信され得る。しかしながら、送信デバイスが、固有の変化信号修正
処理を、（異なるディザリングまたは他の変化信号修正処理が送信される信号の異なるパ
ラメータに適用されるかどうかにかかわらず）特定の受信ＳＴＡに向けられるユニキャス
トフレームに適用し、異なるディザリング処理を別の受信局に適用する場合、基準局は、
すべての信号に対するディザ訂正値を受信ＳＴＡに送信しなければならない。これは、大
規模に行われるときには課題となり得る。
【０１４２】
　[00148]　プライベート／スタンドアロンＡＰでは、ＰＨＹ層パラメータを修正するた
めの信号修正処理の管理が、ＡＰのセットアップの間に確立される必要のあるセキュリテ
ィパスワードに基づく何らかのハッシュ関数を使用して信号パラメータが生成されるとい
うものであり得る。ＡＰが、場所決定機能のために、しかし認可されているユーザのみに
対して、使用可能であるべきである場合、ＡＰが、これらのパラメータを暗号化された形
式でＷｉＦｉビーコンの中でブロードキャストでき（例えば、実際のディザリング関数／
変化信号修正関数をブロードキャストすることを含む）、または、中央サーバが、セット
アップの間にＡＰからこの情報を収集でき、認可されているユーザだけが次いでこの情報
にアクセスできる。
【０１４３】
　[00149]　ここで図５を参照すると、ディザリングされた信号を使用した場所決定のた
めに使用される例示的な手順５００のフローチャートが示されている。図５に示される動
作は一般に、場所決定を行うために使用される信号を受信するデバイスで行われるされる
。手順５００は、第１のワイヤレスデバイス（図１および図２にそれぞれ示されるデバイ
ス１０８またはデバイス２００と同様であり得る）で、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パ
ラメータの当初の未修正値に適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従っ
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て生成された、可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値を伴う、第２
のワイヤレスデバイス（ＡＰのような）から送信される信号を（例えば、様々な送受信機
または受信機の１つを使用して）受信すること（５１０）を含む。少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータは、例えば、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、およ
び／またはこれらの任意の組合せを含む。いくつかの実施形態では、受信デバイスが、図
１のＡＰ　１０４ａ～ｃ、または１０６ａ～ｅのいずれかのようなＡＰであってよい（Ａ
Ｐにおいてアンディザリング処理を実施することは従って、例えば、双方向ディザリング
の実施の実現、またはＡＰを通じて実施されるデバイス追跡機能の実現を可能にし得る）
。
【０１４４】
　[00150]　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値の当初の未修正値は、受信され
た信号から（例えば、受信された信号またはその復号された値に、より早い時間で受信デ
バイスに提供された逆処理／関数を適用することによって）決定される（５２０）。少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の値を決定すると、第１のワイヤレスデバイ
スの位置が、第１のワイヤレスデバイスで受信された信号の可変修正された少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定された、信号の少なくとも１つのＰＨＹ層信号パ
ラメータの当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて決定される（５３０）。例えば
、様々な場所決定手順（例えば、フィンガープリンティング、多辺測量など）が、受信デ
バイスによって決定されたアンディザリングされたＰＨＹ層の値について行われ得る。
【０１４５】
　[00151]　述べられたように、いくつかの実施形態では、認可されていないユーザ／ア
プリケーション／デバイスによる場所決定機能を禁止するためのさらなるディザリング動
作が、あるワイヤレスデバイスから別のワイヤレスデバイスに信号を送信するために使用
される信号送信特性（アンテナベース送信特性）を決定するために、所定の変化処理の適
用を通じて行なわれ得る。いくつかの実施形態では、送信される信号が、所定の変化処理
に従って制御された送信特性についての情報を含まなくてよく（例えば、信号自体は、ど
のアンテナが選択されたか、特定のビームの特徴をもたらした送信機の複数のアンテナに
どの相対的な位相および振幅が向けられたかなどについての情報を含まなくてよい）、従
って、受信デバイスは、送信デバイスで使用される送信特性を補償するために、使用され
る特定の変化処理についての知識を有する必要がある。いくつかの実装形態では、送信特
性の値および／または使用される変化処理についての情報が信号に（例えば、暗号化され
た情報として）含まれ得る。
【０１４６】
　[00152]　従って、図６を参照すると、送信特性を制御／決定するための例示的な手順
６００のフローチャートが示されている。手順６００は、少なくとも１つの所定の変化送
信特性決定処理に従って、少なくとも１つの信号送信特性を、複数の送信アンテナを備え
る第１のワイヤレスデバイス（例えば、ＷｉＦｉ　ＡＰのようなＡＰ）で決定することを
含み（６１０）、少なくとも１つの信号送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選
択された１つの送信アンテナ、ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および
／またはこれらの任意の組合せを含む。述べられたように、少なくとも１つの所定の変化
送信特性決定処理に従って少なくとも１つの信号送信特性を決定することは、少なくとも
１つの自己回帰移動平均処理に従って少なくとも１つの信号送信特性を決定することを含
み得る。そのような実施形態では、自己回帰移動平均処理を実施することが、擬似ランダ
ム生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、結果の列を生成するために乱数の列
を少なくとも１つの自己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力することと、結果の
列に基づいて少なくとも１つの信号送信特性を決定することとを含み得る。加えて、第１
のワイヤレスデバイスおよび第２のワイヤレスデバイスでのクロックは、基準時間に対し
て同期されてよく、第２のワイヤレスデバイスでの第２の擬似乱数の列は、第２の擬似乱
数の列が第１のワイヤレスデバイスで生成されるランダムの列と同期するように生成され
得る。
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【０１４７】
　[00153]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つの信号送信特性を決定することが
、少なくとも１つの擬似ランダム時間変化ベース処理に従って少なくとも１つの信号送信
特性を決定することを含み得る。例えば、特定の時間インスタンスで使用されるべき送信
アンテナは、擬似ランダム時間変化ベースアンテナ選択処理に従って決定され得る。いく
つかの実施形態では、変化する擬似ランダム時間変化ベースアンテナ選択が、選択される
アンテナを通じて信号を同時に送信するために２つ以上のアンテナが選択されるというも
のであり得る。別の例では、少なくとも１つの変化する擬似ランダム時間変化ベース処理
(varying pseudorandom-time-variation-based process)が、送信デバイスの複数の送信
アンテナの各々にそれぞれ向けられる複数の信号の各々の相対的な位相と振幅とを決定／
調整するために（例えば、位相のベクトルおよび振幅のベクトルを制御するために）適用
される、複数の変化処理を含み得る。複数のアンテナに向けられる信号の位相と振幅とを
制御することによって、複数のアンテナを介した信号の送信に起因する放射パターンに対
するビームステアリング属性（複数のアンテナを通じた送信に起因する放射パターンのメ
インローブの方向および／または形状を制御する）がこうして制御され得る。認可されて
いないユーザ／アプリケーション／デバイスに知られていない変化処理（例えば、擬似ラ
ンダム処理）を通じて放射パターンのメインローブの方向および／または形状を制御する
ことは、ワイヤレスデバイスの場所を正確に決定することが禁止されるような方法で信号
をディザリングするための別の方法を提供する。またさらなる例では、少なくとも１つの
変化する擬似ランダム時間変化ベース処理が、巡回遅延ダイバーシティ機能を実装するた
めに使用され得る。従って、そのような実装形態では、異なる信号に対する（例えば、異
なるＯＦＤＭシンボルに対する）巡回遅延の時間長が、例えば、受信ワイヤレスデバイス
で知られているが認可されていないユーザ／アプリケーション／デバイスに知られていな
い、擬似ランダム時間変化ベース処理に従って選択され得る。
【０１４８】
　[00154]　図６の参照を続けると、少なくとも１つの所定の変化送信特性に従って決定
される少なくとも１つの送信特性が、第１のワイヤレスデバイスから第２のワイヤレスデ
バイス（例えば、モバイルデバイス）に信号を送信するために使用される（６２０）。こ
の送信される信号は、第１のワイヤレスデバイスで決定された少なくとも１つの信号送信
特性の再構築された値を導出すると（すなわち、第１のワイヤレスデバイスで最初に決定
された少なくとも１つの信号送信特性の再構築された値を第２のワイヤレスデバイスで導
出すると）、第２のワイヤレスデバイス（またはいくつかの他のワイヤレスデバイス）の
位置決定を容易にするように構成される。一般に、信号が送信されたときに第１のワイヤ
レスデバイスで使用される送信特性を決定するために、どの変化処理が第１の（送信）デ
バイスで使用されたかを知らなければ、受信デバイスは、正確に場所決定機能を行うため
に必要とされるであろう完全な情報または正確な情報を有しない。例えば、送信デバイス
の複数のアンテナからどのアンテナが選択されたかを知らなければ、受信デバイスは、送
信される信号によってたどられる経路（すなわち、チャネル）の変化を補償することが困
難である。いくつかの実施形態では、第２のワイヤレスデバイス（またはいくつかの他の
デバイス）の位置決定を容易にするように構成される、送信される信号が、例えば、受信
信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム（ＲＴ
Ｔ）ベース位置決定処理、および／または慣性ナビゲーションシステムによって支援され
る速度ベース位置決定処理の１つまたは複数に基づいて、第２のワイヤレスデバイスの位
置決定を容易にするように構成され得る。
【０１４９】
　[00155]　いくつかの実施形態では、少なくとも１つの変化送信特性決定処理（例えば
、擬似ランダム処理）に従って少なくとも１つのアンテナベース送信特性を制御すること
に加えて、送信デバイスがまた、信号の振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化
、遅延、信号位相、および／またはこれらの任意の組合せのような、送信されるべき信号
の少なくとも１つのＰＨＹ層パラメータの当初の未修正値を可変修正するように構成され
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得る。
【０１５０】
　[00156]　やはり述べられたように、いくつかの実施形態では、第１の（送信）デバイ
スが、ＷｉＦｉアクセスポイントのようなアクセスポイントを含んでよく、第２の（受信
）ワイヤレスデバイスが、少なくとも１つの所定の変化決定処理に従って決定された少な
くとも１つの信号送信特性を使用して第１のワイヤレスデバイスから送信された信号のア
ンディザリングを可能にするように構成されるアンディザリング集積回路を装備した、事
前認可されたワイヤレスデバイスを含み得る。
【０１５１】
　[00157]　ここで図７を参照すると、ディザリング信号を使用した場所決定を行うため
の例示的な手順７００のフローチャートが示されている。手順７００は、第１のワイヤレ
スデバイス（例えば、携帯電話のような個人用モバイルデバイス）で、少なくとも１つの
所定の変化送信特性決定処理に従って他のワイヤレスデバイスで最初に決定された少なく
とも１つの信号送信特性を使用して、複数の送信アンテナを含む第２のワイヤレスデバイ
ス（例えば、ＡＰ）から送信される信号を受信することを含む（７１０）。少なくとも１
つの信号送信特性は、例えば、複数の送信アンテナから選択された１つの送信アンテナ、
ビーム特性、巡回遅延ダイバーシティパラメータ、および／またはこれらの任意の組合せ
を含む。述べられたように、いくつかの実施形態で、少なくとも１つの所定の変化送信特
性決定処理に従って最初に決定される、少なくとも１つの信号送信特性は、擬似ランダム
時間変化ベースアンテナ選択処理に従って複数の送信アンテナから第２のワイヤレスデバ
イスで選択される送信アンテナ、１つまたは複数の擬似ランダム時間変化ベースビームフ
ォーミング処理に従って第２のワイヤレスデバイスで可変調整される、変化ビームを制御
するために複数の送信アンテナの各々にそれぞれ向けられる、複数の信号の各々の対応す
る相対的な位相および対応する振幅、および／または、それぞれの少なくとも１つの擬似
ランダム時間変化ベース巡回遅延処理に従って第２のワイヤレスデバイスで可変調整され
る、複数の送信アンテナの少なくとも１つにそれぞれ向けられる、複数の信号の少なくと
も１つに追加される対応する遅延を含み得る。
【０１５２】
　[00158]　手順７００はさらに、第１のワイヤレスデバイスで、第２のワイヤレスデバ
イスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性の再構築された値を導出すること
と（７２０）、少なくとも１つの所定の変化送信特性決定処理に従って第２のワイヤレス
デバイスで最初に決定された少なくとも１つの信号送信特性の導出された再構築された値
に少なくとも部分的に基づいて、第１のワイヤレスデバイスの位置を決定すること（７３
０）とを含む。
【０１５３】
　[00159]　いくつかの実施形態では、手順７００がさらに、少なくとも第２の信号送信
特性、例えば、少なくとも１つの所定の変化送信特性修正処理に従って第２のワイヤレス
デバイスで可変修正されるＰＨＹ層信号パラメータの当初の値（すなわち、所定の変化修
正処理によって修正される前の）を、受信された信号から決定することを含み得る。少な
くとも第２の信号送信特性は、例えば、信号振幅、信号周波数、信号タイムスタンプ、信
号利得、信号等化、信号遅延、信号位相、および／またはこれらの任意の組合せを含み得
る。
【０１５４】
　[00160]　送信特性の当初の値を（例えば、受信デバイスで）復元するためにそのよう
な送信特性を決定する（例えば、信号の信号パラメータを修正／ディザリングする）ため
の、および／またはそのようなディザリングされた信号を受信するワイヤレスデバイスの
位置を決定するための手順を行うことは、プロセッサベースコンピューティングシステム
によって容易にされ得る。図８を参照すると、例示的なコンピューティングシステム８０
０の概略図が示されている。コンピューティングシステム８００は、例えば、図１および
図２のそれぞれデバイス１０８および２００のようなハンドヘルドモバイルデバイス、図
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１に示されるアクセスポイント１０４ａ～ｃおよび１０６ａ～ｅまたは図３に示されるア
クセスポイント３００のような送信デバイスなどの中に収容され得る。コンピューティン
グシステム８００は、中央処理装置８１２を通常は含む、パーソナルコンピュータ、専用
のコンピューティングデバイスなどのような、プロセッサベースデバイス８１０を含む。
ＣＰＵ　８１２に加えて、システムは、メインメモリと、キャッシュメモリと、バスイン
ターフェース回路（図示せず）とを含む。プロセッサベースデバイス８１０は、コンピュ
ータシステムと関連付けられるハードドライブおよび／またはフラッシュドライブのよう
な、大容量記憶デバイス８１４を含み得る。コンピューティングシステム８００はさらに
、ユーザがアクセスできる場所（例えば、モバイルデバイスのスクリーン）に配置され得
る、キーボードまたはキーパッド８１６と、モニタ６２０、例えばＣＲＴ（陰極線管）ま
たはＬＣＤ（液晶ディスプレイ）モニタとを含み得る。
【０１５５】
　[00161]　プロセッサベースデバイス８１０は、例えば、少なくとも１つの所定の変化
信号修正処理に従って少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータを可変修正し、所定の変
化処理に従って少なくとも１つの送信特性（例えば、アンテナベース送信特性）を決定し
、変化処理／関数に従って制御される信号パラメータ／送信特性の当初の値を復元し、お
よび／または位置決定動作を行うための手順を含む、本明細書で説明される手順と方法と
を実施するように構成される。従って、大容量記憶デバイス８１４は、プロセッサベース
デバイス８１０上で実行されると、プロセッサベースデバイスに上述された手順の実施を
容易にするための動作を行わせるコンピュータプログラム製品を含み得る。
【０１５６】
　[00162]　プロセッサベースデバイスはさらに、入力／出力機能を可能にするための、
周辺デバイスを含み得る。そのような周辺デバイスは、例えば、接続されたシステムへの
関連するコンテンツのダウンロードのための、ＣＤ－ＲＯＭドライブおよび／またはフラ
ッシュドライブ、またはネットワーク接続を含み得る。そのような周辺デバイスはまた、
それぞれのシステム／デバイスの一般的な動作を可能にするためのコンピュータ命令を含
むソフトウェアをダウンロードするために使用され得る。代替的に、および／または追加
で、いくつかの実施形態では、専用の論理回路、例えば、ＦＰＧＡ（フィールドプログラ
マブルゲートアレイ）、ＤＳＰプロセッサ、またはＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）が
、コンピューティングシステム８００の実装において使用され得る。プロセッサベースデ
バイス８１０と共に含まれ得る他のモジュールは、スピーカー、サウンドカード、ポイン
ティングデバイス、例えばマウスまたはトラックボールであり、ユーザはこれらによって
、コンピューティングシステム８００に入力を与えることができる。プロセッサベースデ
バイス８１０は、オペレーティングシステムを含み得る。
【０１５７】
　[00163]　コンピュータプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリ
ケーションまたはコードとしても知られる）は、プログラム可能なプロセッサのための機
械命令を含み、高水準手続き型言語および／もしくはオブジェクト指向プログラミング言
語で、並びに／またはアセンブリ言語／機械語で実装され得る。本明細書で使用される場
合、「機械可読媒体」という用語は、機械命令を機械可読信号として受信する非一時的機
械可読媒体を含む、機械命令および／またはデータをプログラマブルプロセッサに与える
ために使用される任意の非一時的コンピュータプログラム製品、装置および／またはデバ
イス（例えば、磁気ディスク、光ディスク、メモリ、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ））を指し得る。
【０１５８】
　[00164]　メモリは、処理ユニットの内部または処理ユニットの外部に実装され得る。
本明細書で使用される場合、「メモリ」という用語は、長期メモリ、短期メモリ、揮発性
メモリ、不揮発性メモリ、または他のメモリのいずれかのタイプを指し、メモリの特定の
タイプまたはメモリの数、あるいはメモリが記憶される特定の記憶媒体のタイプに限定さ
れるべきでない。
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【０１５９】
　[00165]　機能は、ファームウェアおよび／またはソフトウェアで実装される場合、１
つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。例とし
ては、データ構造で符号化されたコンピュータ可読媒体、およびコンピュータプログラム
で符号化されたコンピュータ可読媒体がある。コンピュータ可読媒体は物理的コンピュー
タ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の市販の
媒体であってよい。限定でなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、
ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク（disk）スト
レージ、磁気ディスク（disk）ストレージ、半導体ストレージ、または他の記憶デバイス
、あるいは、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを記憶するために使
用されコンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備えてよく、本明細書で
使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレ
イ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に
再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、
コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１６０】
　[00166]　本明細書で説明される主題のいくつかまたはすべては、バックエンドコンポ
ーネントを（例えば、データサーバとして）含む、または、ミドルウェアコンポーネント
（例えば、アプリケーションサーバ）を含む、または、フロントエンドコンポーネント（
例えば、ユーザがそれを通じて本明細書で説明される主題の実施形態と対話し得るグラフ
ィカルユーザインターフェースまたはＷｅｂブラウザを有するクライアントコンピュータ
）を含む、または、そのようなバックエンドコンポーネント、ミドルウェアコンポーネン
ト、もしくはフロントエンドコンポーネントの任意の組合せを含む、コンピューティング
システムで実装され得る。システムのコンポーネントは、任意の形態または媒体のデジタ
ルデータ通信によって相互接続され得る。
【０１６１】
　[00167]　コンピューティングシステムは、クライアントとサーバとを含み得る。クラ
イアントおよびサーバは一般に、互いに離れており、通常は通信ネットワークを通じて対
話する。クライアントとサーバの関係は一般に、それぞれのコンピュータ上で稼働し、互
いに対するクライアント－サーバの関係を有するコンピュータプログラムによって生じる
。
【０１６２】
さらなる適用形態および使用法
　[00168]　いくつかの管轄区域では、ＭＡＣＩＤを収集してこれらを地理的な位置と関
連付けることが違法であり得る。通常、近くのＧＰＳ位置決定は、ＭＡＣＩＤ（例えば通
過する車両および／または歩行者からクラウドソーシングを介して取得される）と関連付
けられる。本明細書で説明される方法と手順とを使用することによって、近くのＧＰＳ位
置決定よりも正確なＡＰ位置推定を取得することがより困難になり得る。従って、本明細
書で説明される手順／方法／技法は、いくつかの管轄区域におけるスタンドアロンの個人
用ＡＰおよび商用ＡＰにおいてデフォルトでオンにされるように構成され得る。プライベ
ートＡＰの所有者は、場所決定の目的でのそれ自体のＡＰの使用を拒否することを望むこ
とがある。「隠しＢＳＳＩＤ」のチェックマークに加えて（またはそれと組み合わされて
）、場所決定のためのこのＡＰの使用を拒否または許可するためのチェックマーク（例え
ば、特定のＡＰのための構成ウェブベージ上での選択肢の記述の隣のチェックボックスを
例えば設定／設定解除することによって、アクティブ化または非アクティブ化され得るエ
ンドユーザにより構成可能なＡＰの選択肢）があり得る。チェックマークは、デフォルト
のディザリングパラメータのセットアップを自動的に引き起こし得る。例えば、ディザリ
ング処理のシードおよび他のパラメータは、ネットワークＳＳＩＤおよびパスフレーズか
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ら自動的に計算され得る（ユーザはこれらのパラメータを手動で設定する選択肢も有し得
る）。
【０１６３】
　[00169]　いくつかの実施形態で、スマートフォンのようなＷｉＦｉを装備したデバイ
スのユーザは、ネットワークベース測位システムがデバイスを追跡することをより困難に
することを望み得る。インフラストラクチャＡＰから発するプローブは、本明細書で説明
される、ディザリングによる変化信号修正処理を使用して応答され得る。従って、いくつ
かの実施形態では、ある人のハンドヘルドデバイス（モバイルデバイスのような）が、デ
バイスによって送信される信号の少なくとも１つのＰＨＹ層パラメータの当初の未修正値
を可変修正するために、変化信号修正処理を適用するように構成され得る。例えば、その
ようなハンドヘルドデバイスによって送信されるべき信号の送信電力は、変化修正処理（
例えば、擬似ランダム時間変化ベース処理のような位置または時間に依存する処理）に従
って制御されてよく、変化処理に従って決定される長さを伴う遅延が信号に追加されてよ
い、などである。ＰＨＹ層パラメータがそのような方式で修正されている信号はこうして
、モバイルデバイスから受信する信号の当初の未修正値を復元するために必要とされるで
あろう変化処理についての情報を有しない認可されていないアクセスポイントによって位
置を追跡するための位置追跡処理を禁止し、またはそれと干渉する。モバイルデバイスに
よって送信される信号のＰＨＹ層パラメータの可変修正は、送信モバイルデバイスの位置
を追跡するための信号を受信するアクセスポイントの能力と干渉し、またはそれを禁止す
るために使用されるが、これらの信号に含まれる、またはそれによって表されるコンテン
ツデータは修正されないままであり得る。
【０１６４】
　[00170]　いくつかの実施形態では、携帯電話またはタブレットのような個人用デバイ
スが、ピアツーピアの測位推定と報告の機能を実装し得る。これらは、少なくとも部分的
に、ピアツーピアの距離推定（例えば、ＲＳＳＩまたはＲＴＴを使用した）に基づき得る
。あるユーザは、正確な距離情報にアクセスするためのピアアクセスを拒否し、概略的な
近接情報のみを許可することを望み得る。一部のユーザはこうして、本明細書で説明され
るものと同様の可変信号修正機能を実装／アクティブ化することによって、ピアによる正
確な距離推定を阻止することを選定できる。
【０１６５】
　[00171]　いくつかの実施形態では、現場の所有者が、任意のすべての人物が測位の目
的で、または任意の他の目的で現場のＡＰから任意の有用な測定値を得る（例えば、Ｗｉ
ＦｉフィンガープリントＤＢを埋める）ことを、阻止することを望み得る。これは、地域
的なプライバシーポリシーまたは政府による規制を理由に行われ得る。現場の所有者によ
り管理されるネットワークはこうして、本明細書で説明される方式で、信号のＰＨＹ層パ
ラメータの可変修正を行うように構成されるＡＰを配備できる。例えば、配備されるアク
セスポイントがＷｉＦｉアクセスポイントを含む状況では、これらのアクセスポイントが
ＷｉＦｉディザリングを行うように構成され得る。この機能は次いで、集中的なネットワ
ークコントローラ（そのようなコントローラは図１に示されるサーバ１１０のようなサー
バ上で実装され得る）から各ＡＰにおいてアクティブ化され得る。ディザリング処理（例
えば、何らかの所定の自己回帰移動平均（ＡＲＭＡ）処理／関数）およびそれらのパラメ
ータ（振幅、周波数など）の制御は、コントローラから行われ得る。パラメータ表現は、
随意に、およびコントローラから望まれる程度に頻繁に変更され得る。
【０１６６】
　[00172]　いくつかの実施形態では、場所の所有者が、屋内の場所へのアクセスを自身
の認可されている顧客／クライアントアプリケーションに限定し、分析を内部的な使用へ
と限定することを望み得る。所定の変化信号修正処理／関数（例えば、例えば状態空間モ
デルとして表される各ＡＰのためのディザリング関数の小型の表現、および各々のそのよ
うな関数のための関連付けられるパラメータ）は、認可されているクライアント／顧客に
安全な方法で通信され得る。この情報は、床配置図またはＲＳＳＩ／ＲＴＴヒートマップ
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などのような、他の支援データ（ＡＤ）と束ねられ得る。代替的に、および／または追加
で、ディザリング関数およびパラメータは、プロプライエタリの暗号化されたＡＰビーコ
ンデータ要素に安全な方法で埋め込まれ得る。クライアントデバイスは次いで、関心のあ
る測定値からディザリングの影響を除去するために、受信する可変修正される（ディザリ
ングされる）信号に対する、逆関数／処理を適用することが可能である。
【０１６７】
　[00173]　特定の実施形態が本明細書で詳しく開示されたが、これは説明のために例と
して行われたにすぎず、以下の添付の特許請求の範囲を限定することは意図されない。具
体的には、様々な置換、変更、および修正が、特許請求の範囲によって定義される本発明
の趣旨および範囲から逸脱することなく行われ得ると考えられる。他の態様、利点、およ
び修正は、以下の特許請求の範囲内にあるものと考えられる。提示される特許請求の範囲
は、本明細書で開示された実施形態および特徴を表すものである。特許請求されない他の
実施形態および機能も考えられる。従って、他の実施形態が、以下の特許請求の範囲内に
ある。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従っ
て、信号の少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正するこ
とであって、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイムス
タンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せを備える、可変修正することと、
　第２のワイヤレスデバイスに、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修
正値を伴う前記信号を送信することであって、前記送信される信号は、前記少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値が前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータの前記可変修正値から前記第２のワイヤレスデバイスで決定されるとき、前記
第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される、送信することと
を備える、方法。
[Ｃ２]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　それぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って、２つ以上のＰＨＹ層信号パラメー
タの当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも１
つを備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　擬似ランダム時間変化ベース処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　自己回帰移動平均処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記
当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記自己回帰移動平均処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメー
タの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、
　結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自己回帰移動平均処理のｚ変換の実
装形態に入力することと、
　前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
未修正値を修正することと
を備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記第１のワイヤレスデバイスおよび前記第２のワイヤレスデバイスでのそれぞ
れのクロックは、基準時間に対して同期され、前記第２のワイヤレスデバイスでの第２の
擬似乱数の列は、前記第２の擬似乱数の列が前記第１のワイヤレスデバイスで生成される
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乱数の前記列と同期するように生成される、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される前記
送信される信号は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウン
ドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって
支援される速度ベース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基
づいて、前記第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される、Ｃ
１に記載の方法。
[Ｃ９]　前記ＲＳＳＩベース位置決定処理はＲＳＳＩフィンガープリンティング処理を備
え、前記ＲＴＴベース位置決定処理はＲＴＴフィンガープリンティング処理を備える、Ｃ
８に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記第１のワイヤレスデバイスはアクセスポイントを備える、Ｃ１に記載の方
法。
[Ｃ１１]　前記アクセスポイントはＷｉＦｉ（登録商標）ベース局を備える、Ｃ１０に記
載の方法。
[Ｃ１２]　前記第２のワイヤレスデバイスは、前記少なくとも１つの所定の変化信号修正
処理に従って前記第１のワイヤレスデバイスで可変修正される前記少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータ値によって前記信号のアンディザリングを可能にするように構成され
るアンディザリングユニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを備える、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　１つまたは複数のプロセッサと、
　コンピュータ命令を備える記憶媒体とを備えるワイヤレスデバイスであって、前記コン
ピュータ命令は、前記１つまたは複数のプロセッサ上で実行されると、
　　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って、信号の少なくとも１つのＰＨＹ
層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することであって、前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、またはこ
れらの任意の組合せを備える、可変修正することと、
　　他のワイヤレスデバイスに、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修
正値を伴う前記信号を送信することであって、前記送信される信号は、前記少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値が前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータの前記可変修正値から前記他のワイヤレスデバイスで決定されるとき、前記他
のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される、送信することと
　を備える動作をさせる、ワイヤレスデバイス。
[Ｃ１４]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　それぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って、２つ以上のＰＨＹ層信号パラメー
タの当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ１３に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ１５]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ１４に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ１６]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　擬似ランダム時間変化ベース処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ１３に記載のワイヤレスデバ
イス。
[Ｃ１７]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　自己回帰移動平均処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記
当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ１３に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ１８]　前記自己回帰移動平均処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、
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　結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自己回帰移動平均処理のｚ変換の実
装形態に入力することと、
　前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
未修正値を修正することとを備える、Ｃ１７に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ１９]　前記他のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される前記
送信される信号は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウン
ドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって
支援される速度ベース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基
づいて、前記他のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される、Ｃ１
３に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ２０]　少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って、信号の少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正するための手段であって、前記少な
くとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等
化、またはこれらの任意の組合せを備える、可変修正するための手段と、
　受信ワイヤレスデバイスに、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修正
値を伴う前記信号を送信するための手段であって、前記送信される信号は、前記少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値が前記少なくとも１つのＰＨＹ層
信号パラメータの前記可変修正値から前記受信ワイヤレスデバイスで決定されるとき、前
記受信ワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される、送信するための手
段と
を備える、装置。
[Ｃ２１]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正するための前記手段は、
　それぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って、２つ以上のＰＨＹ層信号パラメー
タの当初の未修正値を可変修正するための手段を備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正するための前記手段は、
　擬似ランダム時間変化ベース処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正するための手段を備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正するための前記手段は、
　自己回帰移動平均処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記
当初の未修正値を可変修正するための手段を備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記自己回帰移動平均処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正するための前記手段は、
　擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成するための手段と、
　結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自己回帰移動平均処理のｚ変換の実
装形態に入力するための手段と、
　前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
未修正値を修正するための手段と
を備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記受信ワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される前記
送信される信号は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウン
ドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって
支援される速度ベース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基
づいて、前記受信ワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される、Ｃ２
０に記載の装置。
[Ｃ２７]　実行されると、
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　第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って、信
号の少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値を可変修正することであ
って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイムスタンプ
、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せを備える、可変修正することと、
　第２のワイヤレスデバイスに、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの可変修
正値を伴う前記信号を送信することであって、前記送信される信号は、前記少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値が前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号
パラメータの前記可変修正値から前記第２のワイヤレスデバイスで決定されるとき、前記
第２のワイヤレスデバイスの位置決定を容易にするように構成される、送信することと
　を備える動作をさせる、プロセッサ上で実行可能な命令のセットによってプログラムさ
れる、プロセッサ可読媒体。
[Ｃ２８]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　それぞれの異なる所定の変化信号修正処理に従って、２つ以上のＰＨＹ層信号パラメー
タの当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ２７に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ２９]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ２８に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ３０]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　擬似ランダム時間変化ベース処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ２７に記載のプロセッサ可読
媒体。
[Ｃ３１]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って前記少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　自己回帰移動平均処理に従って、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記
当初の未修正値を可変修正することを備える、Ｃ２７に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ３２]　前記自己回帰移動平均処理に従って前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメ
ータの前記当初の未修正値を可変修正することは、
　擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成することと、
　結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自己回帰移動平均処理のｚ変換の実
装形態に入力することと、
　前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
未修正値を修正することとを備える、Ｃ３１に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ３３]　前記第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される前
記送信される信号は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウ
ンドトリップタイム（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによっ
て支援される速度ベース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に
基づいて、前記第２のワイヤレスデバイスでの位置決定を容易にするように構成される、
Ｃ２７に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ３４]　第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当
初の未修正値に適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成された
、可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値を伴う、第２のワイヤレス
デバイスから送信される信号を受信することであって、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信
号パラメータは、振幅、周波数、タイムスタンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意
の組合せを備える、受信することと、
　前記受信された信号から、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
未修正値を決定することと、
　前記第１のワイヤレスデバイスの位置を、前記第１のワイヤレスデバイスで受信された
前記信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定され
た、前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値に少
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なくとも部分的に基づいて、決定することとを備える、方法。
[Ｃ３５]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記第２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の２つ以上のＰＨＹ層信号パラ
メータのそれぞれの当初の未修正値に適用されるそれぞれの異なる所定の変化信号修正処
理に従って生成される、可変修正された２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータ値を備える、
Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ３６]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ３７]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記第
２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パ
ラメータの前記当初の未修正値に適用される擬似ランダム時間変化ベース処理に従って生
成される、Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ３８]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記第
２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パ
ラメータの前記当初の未修正値に適用される自己回帰移動平均処理に従って生成される、
Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ３９]　前記自己回帰移動平均処理に従って生成される、前記可変修正された少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成
し、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記
自己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力し、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を修正することによって、生成される、Ｃ３
８に記載の方法。
[Ｃ４０]　前記第１のワイヤレスデバイスでの第１のクロックを、基準時間に対して前記
第２のワイヤレスデバイスでの第２のクロックに同期させることと、
　第２の擬似乱数の列が前記第２のワイヤレスデバイスで生成される乱数の前記列と同期
するように、前記第１のワイヤレスデバイスで前記第２の擬似乱数の列を生成することと
をさらに備える、Ｃ３９に記載の方法。
[Ｃ４１]　前記第１のワイヤレスデバイスの前記位置を決定することは、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム
（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベ
ース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、前記第１
のワイヤレスデバイスの前記位置を決定することを備える、Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ４２]　前記ＲＳＳＩベース位置決定処理はＲＳＳＩフィンガープリンティング処理を
備え、前記ＲＴＴベース位置決定処理はＲＴＴフィンガープリンティング処理を備える、
Ｃ４１に記載の方法。
[Ｃ４３]　前記第２のワイヤレスデバイスはアクセスポイントを備える、Ｃ３４に記載の
方法。
[Ｃ４４]　前記第１のワイヤレスデバイスは、前記少なくとも１つの所定の変化信号修正
処理に従って前記第２のワイヤレスデバイスで可変修正される前記少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータ値によって前記信号のアンディザリングを可能にするように構成され
るアンディザリングユニットを装備した、事前認可されたワイヤレスデバイスを備える、
Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ４５]　１つまたは複数のプロセッサと、
　コンピュータ命令を備える記憶媒体とを備えるワイヤレスデバイスであって、前記コン
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ピュータ命令が、前記１つまたは複数のプロセッサ上で実行されると、
　　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値に適用される少なくとも
１つの所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修正された少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータ値を伴う、他のワイヤレスデバイスから送信される信号を受信する
ことであって、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タイム
スタンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数を備える、受
信することと、
　　前記受信された信号から、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初
の未修正値を決定することと、
　　前記ワイヤレスデバイスの位置を、前記ワイヤレスデバイスで受信された前記信号の
前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定された、前記信号の前記少なく
とも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて
、決定することと
　を備える動作をさせる、ワイヤレスデバイス。
[Ｃ４６]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記他のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の２つ以上のＰＨＹ層信号パラメ
ータのそれぞれの当初の未修正値に適用されるそれぞれの異なる所定の変化信号修正処理
に従って生成される、可変修正された２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータ値を備える、Ｃ
４５に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ４７]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ４６に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ４８]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記他
のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラ
メータの前記当初の未修正値に適用される擬似ランダム時間変化ベース処理に従って生成
される、Ｃ４５に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ４９]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記他
のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラ
メータの前記当初の未修正値に適用される自己回帰移動平均処理に従って生成される、Ｃ
４５に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ５０]　前記自己回帰移動平均処理に従って生成される、前記可変修正された少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記他のワイヤレスデバイスで、擬似ランダム生成器処理に従って、乱数の列を生成し
、
　前記他のワイヤレスデバイスで、結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自
己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力し、
　前記他のワイヤレスデバイスで、前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータの前記当初の未修正値を修正することによって、生成される、Ｃ４９
に記載のワイヤレスデバイス。
[Ｃ５１]　前記記憶媒体は、実行されると、
　前記ワイヤレスデバイスでのクロックを、基準時間に対して前記他のワイヤレスデバイ
スでの他のクロックに同期させることと、
　第２の擬似乱数の列が前記他のワイヤレスデバイスで生成される乱数の前記列と同期す
るように、前記ワイヤレスデバイスで前記第２の擬似乱数の列を生成することと
　を備えるさらなる動作をさせるさらなる命令を備える、Ｃ５０に記載のワイヤレスデバ
イス。
[Ｃ５２]　前記ワイヤレスデバイスの前記位置を決定することは、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム
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（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベ
ース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、前記ワイ
ヤレスデバイスの前記位置を決定することを備える、Ｃ４５に記載のワイヤレスデバイス
。
[Ｃ５３]　装置であって、
　少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修正値に適用される少なくとも１
つの所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修正された少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータ値を伴う、送信ワイヤレスデバイスから送信される信号を受信するた
めの手段であって、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータは、振幅、周波数、タ
イムスタンプ、利得、信号等化、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数を備える
、受信するための手段と、
　前記受信された信号から、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の
未修正値を決定するための手段と、
　前記装置の位置を、前記装置で受信された前記信号の前記可変修正された少なくとも１
つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定された、前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ
層信号パラメータの前記当初の未修正値に少なくとも部分的に基づいて、決定するための
手段と
を備える、装置。
[Ｃ５４]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値が、
　前記送信ワイヤレスデバイスから送信された前記信号の２つ以上のＰＨＹ層信号パラメ
ータのそれぞれの当初の未修正値に適用されるそれぞれの異なる所定の変化信号修正処理
に従って生成される、可変修正された２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータ値を備える、Ｃ
５３に記載の装置。
[Ｃ５５]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ５４に記載の装置。
[Ｃ５６]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記送
信ワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラ
メータの前記当初の未修正値に適用される擬似ランダム時間変化ベース処理に従って生成
される、Ｃ５３に記載の装置。
[Ｃ５７]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記送
信ワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラ
メータの前記当初の未修正値に適用される自己回帰移動平均処理に従って生成される、Ｃ
５３に記載の装置。
[Ｃ５８]　前記自己回帰移動平均処理に従って生成される、前記可変修正された少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記送信ワイヤレスデバイスで、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成し
、
　前記送信ワイヤレスデバイスで、結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記自
己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力し、
　前記送信ワイヤレスデバイスで、前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータの前記当初の未修正値を修正することによって、生成される、Ｃ５７
に記載の装置。
[Ｃ５９]　前記装置でのクロックを、基準時間に対して前記送信ワイヤレスデバイスでの
他のクロックに同期させるための手段と、
　第２の擬似乱数の列が前記送信ワイヤレスデバイスで生成される乱数の前記列と同期す
るように、前記装置で前記第２の擬似乱数の列を生成するための手段とをさらに備える、
Ｃ５８に記載の装置。
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[Ｃ６０]　前記装置の前記位置を決定するための前記手段は、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム
（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベ
ース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、前記装置
の前記位置を決定するための手段を備える、Ｃ５３に記載の装置。
[Ｃ６１]　実行されると、
　第１のワイヤレスデバイスで、少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの当初の未修
正値に適用される少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成された、可変修
正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値を伴う、第２のワイヤレスデバイス
から送信される信号を受信することであって、前記可変修正される少なくとも１つのＰＨ
Ｙ層信号パラメータは、振幅、周波数、位相、遅延、タイムスタンプ、利得、信号等化、
またはこれらの任意の組合せを備える、受信すること、
　前記受信された信号から、前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値の前記当初
の未修正値を決定することと、
　前記第１のワイヤレスデバイスの位置を、前記第１のワイヤレスデバイスで受信された
前記信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値から決定され
た、前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値に少
なくとも部分的に基づいて、決定することと
　を備える動作をさせる、プロセッサ上で実行可能な命令のセットによってプログラムさ
れる、プロセッサ可読媒体。
[Ｃ６２]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記第２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の２つ以上のＰＨＹ層信号パラ
メータのそれぞれの当初の未修正値に適用されるそれぞれの異なる所定の変化信号修正処
理に従って生成される、可変修正された２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータ値を備える、
Ｃ６１に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ６３]　前記２つ以上のＰＨＹ層信号パラメータの１つは遅延または位相の少なくとも
１つを備える、Ｃ６２に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ６４]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記第
２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記少なくとも１つのＰＨＹ層信号パ
ラメータの前記当初の未修正値に適用される擬似ランダム時間変化ベース処理に従って生
成される、Ｃ６１に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ６５]　前記少なくとも１つの所定の変化信号修正処理に従って生成される、前記受信
された信号の前記可変修正された少なくとも１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、前記第
２のワイヤレスデバイスから送信された前記信号の前記可変修正された少なくとも１つの
ＰＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値に適用される自己回帰移動平均処理に従っ
て生成される、Ｃ６１に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ６６]　前記自己回帰移動平均処理に従って生成される、前記可変修正された少なくと
も１つのＰＨＹ層信号パラメータ値は、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、擬似ランダム生成器処理に基づいて乱数の列を生成
し、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、結果の列を生成するために、乱数の前記列を、前記
自己回帰移動平均処理のｚ変換の実装形態に入力し、
　前記第２のワイヤレスデバイスで、前記結果の列に基づいて、前記少なくとも１つのＰ
ＨＹ層信号パラメータの前記当初の未修正値を修正することによって、生成される、Ｃ６
５に記載のプロセッサ可読媒体。
[Ｃ６７]　実行されると、
　前記第１のワイヤレスデバイスでの第１のクロックを、基準時間に対して前記第２のワ
イヤレスデバイスでの第２のクロックに同期させることと、
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　第２の擬似乱数の列が前記第２のワイヤレスデバイスで生成される乱数の前記列と同期
するように、前記第１のワイヤレスデバイスで前記第２の擬似乱数の列を生成することと
　を備えるさらなる動作をさせる命令をさらに備える、Ｃ６６に記載のプロセッサ可読媒
体。
[Ｃ６８]　前記第１のワイヤレスデバイスの前記位置を決定することは、
　受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）ベース位置決定処理、ラウンドトリップタイム
（ＲＴＴ）ベース位置決定処理、慣性ナビゲーションシステムによって支援される速度ベ
ース位置決定処理、またはこれらの任意の組合せの１つまたは複数に基づいて、前記第１
のワイヤレスデバイスの前記位置を決定することを備える、Ｃ６２に記載のプロセッサ可
読媒体。

【図１】 【図２】
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